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★あなたも市報しぶしのタイトルを書いてみませんか？書いてみたい方は市役所総務課秘書広報係までお問い合わせください。

今月の「題字」
 小学校　6 年　航太 さん
〃　　　6 年　彩音 さん

　今月の題字を書いてくれたのは、通
山小学校 6 年の航太さんと彩音さん
です。
　将来は悩んでいる人の問題を一つで
も解決できる弁護士になりたいと話し
てくれたのは航太さん。習字と日々の
勉強を頑張っています。得意な教科だ
けでなく、苦手なものもしっかり勉強
しているようです。
　彩音さんは 5 年生から始めた陸上
で中距離の選手として練習に励んでい
るそうです。また習字も大好きで頑
張っています。将来は看護師になりた
いと笑顔で話してくれました。
　2 人とも将来の夢に向かって、諦め
ることなく挑戦し続けてください！

今月の読者プレゼント
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　今月の読者プレゼントは、
「東風の香」東八重製茶から「上

煎茶 100 グラム」を５人の方
にプレゼントします。
　詳しくは 27 ページをご覧く
ださい！

SHIBUSHI

C O N T E N T Sもくじ

将来の夢に向かって頑張ってください！
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平成 24 年 11 月号

　

「
こ
こ
ろ
ざ
し

志
」　
花
木
ブ
ラ
ン
ド
確
立
を
目
指
し
て

シ
キ
ミ
【
樒
】：Illicium

 anisatum

　
　
「
悪
し
き
実
」
と
い
う
の
が
名
前
の
由
来
と
も
言
わ
れ
る

　

花
木
で
、
そ
の
果
実
に
は
ア
ニ
サ
チ
ン
と
い
う
猛
毒
を
含

　

ん
で
い
ま
す
。
ま
だ
遺
体
を
埋
葬
し
て
い
た
遠
い
昔
、
墓

　

地
を
動
物
に
荒
ら
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
墓
地
に
植

　

え
た
り
、
そ
の
枝
を
墓
の
周
り
に
挿
す
な
ど
し
て
遺
体
を

　

守
っ
て
い
ま
し
た
。火
葬
と
な
っ
た
現
代
で
も
地
域
に
よ
っ

　

て
は
そ
の
習
慣
が
残
り
、
墓
花
、
仏
花
と
し
て
重
宝
さ
れ

　

て
い
ま
す
。

サ
カ
キ
【
榊
】：Cleyera japonica

　
　

日
本
で
は
古
く
か
ら
神
道
の
神
事
に
は
欠
か
せ
な

　

い
植
物
で
神
棚
や
祭
壇
に
供
え
る
な
ど
、
全
国
で
使

　

わ
れ
る
神
花
で
す
。

ヒ
サ
カ
キ
【
姫
榊
】：Eurya japonica Thunb

　　
　

関
東
・
東
北
で
は
サ
カ
キ
の
代
用
と
し
て
神
花
と
し
て

　

使
わ
れ
、
ま
た
関
西
で
は
墓
花
、
仏
花
と
し
て
使
わ
れ
て

　

い
ま
す
。

　　

志
布
志
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
花
木
の
生
産
面
積
拡
大
を

推
進
し
な
が
ら
産
地
化
を
目
指
す
と
と
も
に
、
ブ
ラ
ン
ド

の
確
立
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
特
集
は
、
そ
の
取

り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

特　集

 『 志
こころざし

』花木ブランドの確立へ！　　    ・・・3

まちの話題 ・・・   8

図書館へ行こう ・・・13

教育委員会情報ネット ・・・14

エコ通信 ・・・16
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保健師メモ ・・・20

文芸 ・・・22

見て知って定住自立圏／市長コラム ・・・23

GO!GO! 志布志港 ・・・24

交通事故防止／年金情報 ・・・26

知ってる？消費生活／共生・協働・自立のまちづくり ・・・27

市民の広場 ・・・28

ストップ滞納 ・・・32

お知らせ・イベント情報 ・・・36

暮らしのカレンダー ・・・40

 
生活習慣病の早期発見・ 早期治療で、生き活きライフ 

目 指 そう特 定 健 診 受 診 率 日 本 一 
志みんな健診で安心プロジェクト 
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特集：「志」花木ブランド確立を目指して

確
か
な
品
質
の
証

そ
の
神
々
し
さ
が

しきみ

さかき

ひさかき

　

従
来
、
枝
物
（
特
用
林
産
物
）
の
主
産

地
は
、
和
歌
山
県
で
し
た
が
、
高
齢
化
が

進
み
、
山
林
植
え
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら

作
業
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
後
継
者
が
な
か
な
か
育
た
な
い
現
状

に
よ
り
、
枝
物
の
生
産
量
が
減
少
し
て
き

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
市

場
で
は
、
枝
物
が
足
り
な
い
た
め
輸
入
物

を
扱
っ
て
い
ま
す
が
、
消
費
者
は
、
安
心
・

安
全
な
国
産
の
枝
物
を
好
む
こ
と
か
ら
品

物
が
不
足
し
て
い
る
現
状
で
す
。

　

志
布
志
花
木
生
産
組
合
は
平
成
13
年
に

結
成
さ
れ
、
合
併
以
前
の
組
合
員
は
志
布

志
町
民
26
名
で
生
産
活
動
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
当
時
の
特
用
林
産
物
の
生
産
面
積

は
、
サ
カ
キ
25
㌶
、
シ
キ
ミ
2.7
㌶
、
ヒ
サ

カ
キ

1.52
㌶
で
し
た
が
、
平
成
19
年
度
に
面

積
を
再
調
査
し
た
結
果
、
サ
カ
キ
に
つ
い

て
は
山
林
に
植
樹
さ
れ
て
い
る
た
め
自
然

災
害
（
獣
害
、
台
風
な
ど
）
で
15
㌶
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
平
成
19
年

度
以
降
は
自
然
災
害
な
ど
に
強
い
シ
キ
ミ

を
傾
斜
の
な
い
畑
に
新
植
す
る
よ
う
に
推

進
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
良
好
な
生
産
条
件
と
管
理
作

業
の
軽
減
な
ど
に
よ
り
、
着
実
に
生
産
面

積
が
拡
大
し
て
き
て
い
ま
す
。

特
用
林
産
物
の　

　

生
産
の
始
ま
り

　山林に植樹されているサカキ。サ

カキは日光の当たらない杉や檜の山

で育てる。

　山林でのみ植樹されているサカキに対して、シキミ（写真左）とヒサカキ（写

真右）は畑での栽培が可能なため、生産面積の拡大が期待できる。日当たりの

良さが良好な生育条件になる。

　

特
に
生
産
拡
大
を
推
進
し
て
い
る
シ
キ

ミ
に
つ
い
て
、
新
植
か
ら
品
物
が
で
き
る

ま
で
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

品
物
が
出
来
る
ま
で

　新植して 1 年以内のシキミの幼木。１

反（10 アール）当たり 400 本を植えます。

　1年で約 60 ～ 80cm ほど成長します。

←

　肥料散布の様子。年に２回、秋・春に

散布します。

　剪定（収穫）の様子（写真右）。出荷用に定められた長さに揃えて切ります。

新植後１年で収穫できるようになります。枝の剪定後、脇から新しい芽が出て

枝が増えます（写真左）。

　薬剤散布の様子。最低２ヶ月に１

回散布します（７月・８月は月２回

散布する）。

　品物を作るための「くくり」作業

の様子。手作業で１つ１つ丁寧に作

業していきます。

　平成 21 年度・23 年度森のめぐみの産地づくり事業で結束機（ククリ機・

写真右）導入。手作業で束ねると 1 時間で 15 束でしたが、結束機では約 30

束を束ねることができ、作業効率が良くなりました。

・

←

　これらの過程を経て出来あがった「シ

キミ」の品物。機械導入後も手作業で

くくりを続けている方もいます。

←←

　「志」花木ブランドのロゴが入った箱に詰めて、出荷を待ちます。

　品質の高い国産の枝物が求められる日本全国の市場へ出荷され、志

布志市産の品物は高い評価を得ています。
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特集：「志」花木ブランド確立を目指して

キ
オ
ビ
エ
ダ
シ
ャ
ク
に
ご
注
意
！

　

キ
オ
ビ
エ
ダ
シ
ャ
ク
の
幼
虫
は
イ
ヌ
マ
キ

の
葉
を
食
べ
て
、
木
を
枯
ら
し
ま
す
。

　

被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
庭
木
や
生
垣

等
に
キ
オ
ビ
エ
ダ
シ
ャ
ク
の
幼
虫
を
見
つ
け

た
ら
す
ぐ
に
駆
除
し
ま
し
ょ
う
。

◆
駆
除
の
方
法

●
幼
虫
を
集
め
て
駆
除

　

幼
虫
の
数
が
少
な
い
場
合
は
、
木
を
揺
ら

す
と
糸
を
引
い
て
落
ち
て
き
ま
す
の
で
、
集

め
て
駆
除
し
ま
す
。

●
幼
虫
に
薬
剤
を
散
布

　

幼
虫
が
大
発
生
し
た
場
合
は
、
薬
剤
散
布

が
最
も
効
果
的
で
す
。

　

効
果
が
高
い
の
は
ト
レ
ボ
ン
乳
剤
で
す
。

約
４
千
倍
に
薄
め
て
幼
虫
に
直
接
か
か
る
よ

う
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
薬
剤
は
最
寄
り

の
農
薬
取
扱
店
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 キオビエダシャクの成虫（左）、幼虫（右）

　

枝
物
（
特
用
林
産
物
）
の

　
　
　

 

国
内
需
要
と
販
路
開
拓

　

前
述
の
と
お
り
、
現
在
、
国
産
品
で
の
対
応
が
追

い
付
い
て
お
ら
ず
、
市
場
で
は
輸
入
品
を
扱
っ
て
い

る
状
況
で
す
。
志
布
志
市
で
の
生
産
量
に
つ
い
て
も
、

面
積
の
拡
大
は
ほ
ぼ
計
画
通
り
に
進
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
市
場
の
要
望
に
十
分
に
応
え
ら
れ
て
い

な
い
現
状
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
市
で
生
産
さ
れ
る
枝
物
は
、
そ
の
高

い
品
質
に
よ
り
全
国
各
地
か
ら
現
地
視
察
に
訪
れ
る

な
ど
、
市
場
等
で
の
需
要
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

志
布
志
花
木
生
産
組
合
は
平
成
18
年
以
降
、
独

自
に
販
路
開
拓
を

行
っ
て
き
て
お
り
、

こ
の
取
り
組
み
の

結
果
、
現
在
の
取
引

相
手
先
は
全
国
各

地
に
広
が
り
、
安
定

し
た
出
荷
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

（
写
真
）
志
布
志
市
を

訪
問
さ
れ
た
岡
山
の

市
場
関
係
者
及
び
取

引
業
者
の
方
々
。
志

布
志
市
で
生
産
さ
れ

る
花
木
（
枝
物
）
に

つ
い
て
、
高
く
評
価

し
て
く
だ
さ
り
、
更

な
る
出
荷
依
頼
に
出

向
か
れ
ま
し
た
。

 

さ
ら
に
高
い
品
質
と
、
生
産
力
向
上
に
向
け
て

　

ブ
ラ
ン
ド
確
立
の
た
め
の
作
付
面
積
の
拡
大
に
よ
る
安
定
し
た
生
産
量
の
増
加
の
ほ
か
、

平
成
22
年
度
か
ら
、
優
良
品
種
（
八
丈
榊
）
ヒ
サ
カ
キ
の
挿
し
穂
苗
木
を
約
２
万
本
、
ま

た
平
成
23
年
度
に
は
ヒ
サ
カ
キ
約
２
万
本
、
シ
キ
ミ
約
２
万
本
、
サ
カ
キ
約
２
万
本
の
挿

し
穂
の
苗
木
を
新
た
に
作
り
、
平
成
24
年
度
か
ら
新
植
し
て
い
く
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
優
良
品
種
の
八
丈
榊
（
ヒ
サ
カ
キ
）
は
東
京
都
の
八
丈
島
で
し
か
生
産
さ
れ
て
い

な
い
品
種
で
、
通
常
の
ヒ
サ
カ
キ
と

比
べ
る
と
枝
ぶ
り
が
良
く
て
葉
が
大

き
く
、
関
東
の
市
場
で
は
非
常
に
高

く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
八
丈
島
の

生
産
者
と
の
交
流
に
よ
っ
て
、
志
布

志
で
も
生
産
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い

る
優
良
品
種
の
八
丈
榊
。
今
後
の
志

布
志
花
木
生
産
組
合
の
ブ
ラ
ン
ド
品

種
と
な
る
よ
う
に
育
成
し
て
い
く
予

定
で
す
。

■問い合わせ先：本庁 耕地林務水産課 林務水産係
℡ 099-474-1111（内線 424）

　

志
布
志
市
で
は
、
平
成
26
年
ま
で
に
特
用
林
産
物
の
作
付
面
積
を
50
㌶

ま
で
広
げ
る
こ
と
を
目
標
に
し
、
志
布
志
の
「
志
」
の
文
字
を
と
っ
て
「
こ

こ
ろ
ざ
し
花
木
ブ
ラ
ン
ド
」
の
確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
同
生
産
組
合
で
は
、
今
後
も
継
続
し
て
よ
り
多
く
の
品
質
の
高
い

品
物
を
消
費
者
に
届
け
る
た
め
、
全
国
の
生
産
地
や
市
場
へ
研
修
視
察
や

新
規
市
場
開
拓
に
精
力
的
に
出
向
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
行
政
に
よ
る
「
く

く
り
」
の
指
導
や
、
市
場
流
通
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
行
う
こ
と
で
、
市

内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
者
が
よ
り
高
い
品
質
の
商
品
で
需
要
に
応
え
る
こ

と
が
で
き
、
産
地
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
が
確
立
さ
れ
ま
す
。

平成 23 年岡山県市場視察

平成 23 年関西市場開拓（大阪市） 平成 23 年市内圃場視察研修

平成 24 年宮崎県視察研修（北川町）

平成 24 年くくり指導及び流通につ
いての研修会

「こころざし花木ブランド」確立に向けた生産者親睦会

 

「
志
」
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に

　

向
け
た
新
し
い
取
り
組
み

●
写
真
：
八
丈
榊
（
ヒ
サ
カ
キ
）

　
の
挿
し
穂
の
苗
木（
写
真
右
）

　
苗
木
作
り
の
様
子
（
写
真
左

　
上
・
左
下
）

「国産榊生産者の会」

平成 24 年度秩父・飯能視察研修

ブ
ラ
ン
ド
の
未
来

　

組
合
員
26
名
で
始
ま
っ
た
志
布

志
花
木
生
産
組
合
も
、
今
で
は
70

名
を
超
え
る
生
産
者
の
方
が
ブ
ラ

ン
ド
化
を
目
指
し
て
、
さ
ら
に
品

質
の
良
い
も
の
を
作
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
ま
た
市
内
の
耕
作

放
棄
地
を
利
用
し
て
新
植
し
て
い

る
生
産
者
の
方
も
お
り
、
今
後
こ

の
よ
う
な
動
き
が
広
ま
れ
ば
、
市

内
の
耕
作
放
棄
地
の
減
少
に
も
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

近
い
将
来
、
市
場
が
求
め
る
品

質
の
商
品
を
安
定
供
給
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
市
場
と
消
費
者
の
信

頼
を
勝
ち
得
た
と
き
、「
こ
こ
ろ
ざ

し
花
木
ブ
ラ
ン
ド
」
が
確
立
す
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
は
ず
で
す
。

　理想とするシキミ畑（宮崎県北川町）
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市
民
栄
誉
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た

　

10
月
７
日
、
志
布
志
運
動
公
園
屋
内
温

水
プ
ー
ル
で
、
先
日
行
わ
れ
た
「
ぎ
ふ
清

流
国
体
」
の
競
泳
男
子
２
０
０
㍍
平
泳
ぎ

に
お
い
て
世
界
新
記
録
（
２
分
７
秒
01
）

を
樹
立
し
、
優
勝
し
た
志
布
志
高
校
3
年

の
山
口
観
弘
選
手
に
対
し
、
今
後
の
成
長

と
活
躍
を
期
待
し
て
、
志
布
志
市
第
1
号

の
市
民
栄
誉
賞
を
贈
り
ま
し
た
。

　

同
授
与
式
に
は
各
関
係
者
を
は
じ
め
、

市
内
の
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
な
ど
の
子
ど

も
達
や
そ
の
保
護
者
な
ど
多
く
の
市
民
が

出
席
し
、
勇
気
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
た

同
選
手
の
受
賞
を
祝
い
ま
し
た
。
ま
た
市

長
か
ら
表
彰
状
の
授
与
と
副
賞
と
し
て
、

志
布
志
市
肥
育
牛
ブ
ラ
ン
ド
協
議
会
か
ら

志
布
志
産
直
黒
毛
和
牛
約
６
㌔
が
贈
ら

世界新記録の偉業を讃えました

れ
、
ま
た
サ
ン
キ
ョ
ー
ミ
ー
ト
株
式
会
社

か
ら
鹿
児
島
黒
豚
ロ
ー
ス
『
黒
の
匠
』
約

５
㌔
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
山
口
選
手
が
世
界
記
録
保
持
者

の
泳
ぎ
を
披
露
す
る
と
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
、
記
念
す
べ
き
市
民
栄
誉
賞
第

１
号
の
授
与
式
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

10
月
8
日
に
は
、
ボ
ル
ベ
リ
ア
ダ
グ
リ

で
同
選
手
が
所
属
す
る
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ

ブ
主
催
の
世
界
新
記
録
樹
立
祝
賀
会
も
開

催
さ
れ
、
多
く
の
人
が
主
席
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
競

泳
日
本
代
表
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
を
務
め
た
、

平
井
伯
昌
氏
も
お
祝
い
に
駆
け
付
け
、
会

場
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

祝賀会に駆け付けた平井コーチ

ふ
る
さ
と
の
川
を
き
れ
い
に

　

10
月
13
日
、
泰
野
小
学
校
子
供
会
が
、

郷
土
の
河
川
を
い
つ
も
き
れ
い
に
し
て
お

き
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
、
子
ど
も
た
ち

の
提
案
で
河
川
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
泰
野
小
に
通
う
児
童
の
ほ
か
、

関
係
団
体
な
ど
計
35
人
が
参
加
し
、
距
離

に
し
て
１
０
０
ｍ
ほ
ど
の
清
掃
が
行
わ
れ
、

空
き
缶
や
ビ
ニ
ー
ル
類
の
ほ
か
、
生
い
茂

っ
た
草
木
類
な
ど
の
撤
去
も
行
い
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
の
川
に
入
る
の
は
初
め
て

と
い
う
児
童
も
い
ま
し
た
が
、
清
掃
を

し
な
が
ら
川
に
小
魚
や
カ
ニ
を
発
見
す

る
と
大
喜
び
し
て
い
ま
し
た
。
同
会
保

護
者
代
表
の
隈
元
浩
二
さ
ん
は
、「
今
日

を
機
会
に
、
み
ん
な
の
協
力
で
ホ
タ
ル

の
舞
う
郷
土
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

地域で一体となった景観保護活動が行われています

芝
桜
を
植
え
ま
し
た

　

10
月
８
日
、
志
布
志
市
有
明
開
田
の
里

公
園
で
、
有
明
地
区
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委

員
会
と
芝
桜
サ
ポ
ー
ト
隊
員
に
よ
る
芝
桜

の
植
え
付
け
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
で
は
、校
区
民
が
支
え
あ
い
、

ふ
る
さ
と
に
活
気
を
取
り
戻
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
将
来
に
わ
た
り
ふ

る
さ
と
を
思
い
だ
す
よ
う
な
地
域
づ
く
り

の
第
1
歩
と
し
て
今
回
の
事
業
を
計
画
、

実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
約
40
人
が
参
加
、
同
公
園
内
で

活
動
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
後
は
、
同
委

員
会
の
各
理
事
が
育
成
し
た
８
０
０
０
本

の
苗
を
校
区
内
の
道
路
沿
い
な
ど
に
も
植

え
る
予
定
で
、
校
区
内
で
は
春
に
咲
き
誇

る
芝
桜
が
期
待
で
き
そ
う
で
す
。

披露された舞（写真提供：南日本新聞社）

志
布
志
の
文
化
を
披
露
し
ま
し
た　

　

９
月
30
日
、
鹿
児
島
市
民
文
化
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
「
第
十
七
回
か
ご
し
ま
郷

土
芸
能
」
に
お
い
て
田
之
浦
山
宮
神
社
神

楽
保
存
会
の
方
々
が
、
田
之
浦
山
宮
神
社

神
楽
二
十
五
段
の
う
ち
、
最
後
に
奉
納
さ

れ
る
「
十

じ
ゅ
う
に
し
ん
つ
る
ぎ
ま
い

二
神
剣
舞
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

十
二
神
剣
舞
は
、
神
代
十
二
代
の
神
々

の
舞
で
、
刀
と
扇
、
ガ
ッ
サ
イ(

柄
の
短
い

錫
杖
の
よ
う
な
鈴)

を
持
っ
た
十
二
人
が
、

輪
に
な
っ
て
内
向
き
、
外
向
き
、
あ
る
い

は
隣
の
人
の
剣
先
を
握
り
、
順
に
潜
り
抜

け
る
な
ど
、
め
ま
ぐ
る
し
く
舞
わ
れ
ま
す
。

　

早
い
テ
ン
ポ
の
音
楽
に
合
わ
せ
な
が

ら
、
次
々
に
剣
の
下
を
く
ぐ
り
抜
け
る
勇

壮
な
舞
に
、
会
場
か
ら
は
盛
大
な
拍
手
が

お
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

10
月
4
日
は
「
イ
ワ
シ
の
日
」

　

10
月
4
日
か
ら
8
日
の
5
日
間
、
サ
ン

ポ
ー
ト
し
ぶ
し
ア
ピ
ア
内
の
港
湾
通
り

で
、
１い

わ

し
０
４
の
日
に
ち
な
み
、
い
わ
し
フ

ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
観
光
特
産
品
協
会
の
主

催
で
、
期
間
中
い
わ
し
・
ち
り
め
ん
商
品

の
10
％
割
引
や
、
先
着
順
の
海
産
物
プ
レ

ゼ
ン
ト
、
ま
た
1
杯
１
０
４
円
で
の
ち
り

め
ん
の
枡
売
り
な
ど
を
企
画
し
た
も
の
で

す
。
連
日
大
勢
の
人
が
訪
れ
、
特
に
ち
り

め
ん
の
枡
売
り
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
、

午
前
11
時
の
販
売
開
始
か
ら
瞬
く
間
に
売

り
切
れ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
同
協
会
は

「
市
内
市
外
問
わ
ず
多
く
の
お
客
様
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
た
。
次
の
イ
ベ
ン
ト
も

よ
り
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た

ら
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

大勢の人で賑わいました

「八月踊り」が奉納されました

　10 月 22 日、有明町蓬原の中野
グラウンドで蓬原中野八月踊り保存
会の皆さんが約 18 年ぶりに「八月
踊り」を奉納しました。
　約 300 年ほど前から五穀豊穣、
家内安全などを祈願し水神様に奉納
している伝統行事で、自治会内に大
きな災害や不幸などがなければ踊り
続けられ、伝統が守られています。
　後継者育成にも積極的に取り組ん
でいる同自治会では、久々の開催に
大いに盛り上がりました。

伝統を守ります！

大勢の人が参加、楽しく植えつけました

式典の最後には、泳ぎを披露

宅建協会がボランティア清掃

　10 月 5 日、鹿児島県宅地建物取
引業協会大隅支部の皆さんが、９月
23 日の「不動産の日」に合わせた
ボランティア活動を曽於市、鹿屋市、
志布志市で行いました。
　志布志地区では 12 社の不動産関
係者の皆さんが集まり、駅までの道
路のごみ拾いや公園の除草作業、落
ち葉拾いに汗を流しました。
　参加した牧野幸男大隅支部副支部
長は「市内の環境整備のため、今後
も続けていきたい」と話しました。

 早朝からの清掃活動、お疲れ様でした

適正な駐輪場利用のために

　10 月 10 日、JR 志布志駅の駐輪
場で、志布志警察署と志布志地区防
犯協会が放置自転車の撤去作業と清
掃活動などを行いました。
　今回の事業では、本来使いたい人
が気持ちよく駐輪場を使えるよう
に、１年以上放置されている自転車
で、撤去の警告があるにもかかわら
ず放置されたままの自転車 10 台を
撤去しました。また同日夜には、増
加している粗暴犯抑止などのため、
銀座街のパトロールも行いました。

 適正な利用、ご協力お願いします！
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市内での撮影に満足されたようです
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草
刈
民
代
さ
ん
写
真
集
ロ
ケ

　

志
布
志
市
の
大
自
然
に
惚
れ
込
む

　

女
優
で
元
バ
レ
リ
ー
ナ
の
草
刈
民

代
さ
ん
が
、
２
冊
目
と
な
る
写
真
集

『IN
TRIN

SIC

（
イ
ン
ト
リ
ン
ジ
ッ
ク
）』

の
撮
影
の
た
め
志
布
志
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

草
刈
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
に
志
布
志
市

を
３
度
訪
問
。
そ
の
際
に
、
志
布
志
市
の

大
自
然
を
気
に
入
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
今

回
の
ロ
ケ
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

ロ
ケ
地
は
志
布
志
町
の
東
区
、
夏
井
陣

岳
地
区
を
中
心
に
街
並
み
、海
岸
や
山
道
、

そ
し
て
採
石
場
な
ど
、
数
カ
所
に
わ
た

り
、
草
刈
さ
ん
も
志
布
志
市
の
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
素
晴
ら
し
さ
に
満
足
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
写
真
集
は
出
版
社
ワ
ニ
・
プ
ラ
ス

か
ら
11
月
7
日
に
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
１
０
４
回
伊
﨑
田
相
撲
大
会

　

10
月
14
日
、伊
﨑
田
小
学
校
相
撲
場
で
、

伊
﨑
田
相
撲
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
１
０
４
回
目
を
迎
え
る
伊
﨑
田

相
撲
は
、
明
治
時
代
、
日
露
戦
争
後
に
勤
倹

を
説
い
た
戊
申
詔
書
が
発
布
さ
れ
た
こ
と
を

記
念
し
て
、
伊
﨑
田
村
で
開
催
さ
れ
た
こ
と

を
起
源
に
持
つ
伝
統
行
事
で
、
以
来
、
今
日

ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
化
粧
ま
わ
し
コ
ン
テ
ス
ト
の
開

催
や
小
学
生
、
中
学
生
の
対
戦
、
13
名
の

赤
ち
ゃ
ん
の
土
俵
入
り
や
三
役
相
撲
な
ど

例
年
と
同
様
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

・
横
綱
（
中
学
生
）：
萩
迫
優
太
（
2
年
）

・
横
綱
（
一
般
）：
菅
間
勇
介
（
高
３
）

・
三
役　

大
関
：
立
和
田
直
輝　

　
　
　

   

関
脇
：
谷
口
大
将

　
　
　

   

小
結
：
室
田
紘
志　
（
敬
称
略
）

元気に大きくなるよう、赤ちゃんも土俵入り！

志
布
志
市
ふ
る
さ
と
大
使
に
任
命
！

　

10
月
18
日
、
志
布
志
市
ふ
る
さ
と
大
使

に
任
命
さ
れ
た
三
遊
亭
圓
歌
師
匠
に
、
委

嘱
状
の
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

落
語
家
で
落
語
協
会
最
高
顧
問
で
あ
る

同
氏
と
、
関
東
有
明
べ
ぶ
ん
こ
会
会
長
の

森
伸
博
氏
と
の
親
交
か
ら
志
布
志
市
の
た

め
に
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
と
の
強

い
思
い
を
お
持
ち
に
な
り
、
同
大
使
を
受

諾
、
5
月
に
開
催
さ
れ
た
関
東
志
布
志
市

ふ
る
さ
と
会
に
も
お
見
え
に
な
り
ま
し
た
。

　

任
命
式
を
終
え
た
同
氏
は
「
45
年
ほ
ど

前
に
志
布
志
を
1
度
訪
れ
た
こ
と
が
あ

り
、
印
象
深
い
ま
ち
。
今
回
念
願
か
な
っ

て
再
び
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
志
布

志
市
の
Ｐ
Ｒ
た
め
に
私
を
使
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
意
気
込
み
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

ふるさと大使に任命された三遊亭圓歌師匠

全
国
地
域
安
全
運
動
志
布
志
地
区
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

10
月
14
日
、
志
布
志
市
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
、
全
国
地
域
安
全
運
動
志
布

志
地
区
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
自
主
防
犯
活
動
を
行
っ
て

い
る
個
人
・
団
体
の
交
流
を
通
じ
て
、
犯

罪
の
な
い
「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」

を
地
域
総
ぐ
る
み
で
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
永
き
に
わ
た
り
防
犯
活
動

を
推
進
し
て
い
る
「
志
の
ま
ち
安
全
安
心

応
援
隊
」
へ
の
表
彰
や
、
警
察
署
の
防
犯

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
基
礎
講
座
、
中
学
生
の
防

犯
活
動
に
お
け
る
意
見
発
表
な
ど
が
行
わ

れ
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
参
加
し
た

皆
さ
ん
に
伝
え
ま
し
た
。

命の尊さを訴える展示もありました

焼酎夢しずくを仕込みました

　10 月 23 日、知的障がい者作業
所「夢しずく工房」の皆さんが作る
焼酎「夢しずく」の仕込みが今年も
行われました。
　前日には利用者とボランティアな
ど 20 人が参加した芋の収穫があり、
材料となる米とともにすべて手作り
で焼酎「夢しずく」が作られます。
　若潮酒造株式会社の協力のもと
製造され、年明けには一升瓶で約
840 本に相当する量の焼酎が出来
上がるということです。

出来上がりが楽しみです

関
西
志
布
志
会
の
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た

　

9
月
23
日
、
関
西
志
布
志
会
第
16
回
総

会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
関
西
志
布
志
会
会
長
の
尖
信

一
氏
が
、
合
併
後
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た

三
町
の
故
郷
会
の
合
同
交
流
集
会
実
施
が

合
意
に
到
っ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

同
会
長
か
ら
は
、
会
員
の
若
返
り
と
増

員
、
三
町
合
同
交
流
集
会
の
実
現
に
つ
い

て
は
着
々
と
進
歩
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら

に
次
期
人
材
の
育
成
な
ど
課
題
も
あ
る

が
、
今
後
と
も
郷
土
で
あ
る
志
布
志
市
民

の
皆
様
と
太
い
絆
で
進
化
し
て
い
き
た
い

と
い
う
決
意
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
関
西
有
明
べ
ぶ
ん
こ
会
の
奈
良

迫
籐
市
会
長
は
「
志
布
志
市
の
誕
生
を
機

に
、
関
西
で
も
同
じ
故
郷
を
共
有
す
る
三

町
が
、
役
員
の
親
睦
交
流
を
深
め
て
来
ま

し
た
。
組
織
の
一
本
化
を
目
標
に
、
合
同

交
流
会
を
盛
り
上
げ
、
故
郷
と
同
じ
よ
う

に
会
員
同
士
の
融
和
に
努
め
ま
す
」
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
、
大
盛
会
の
う
ち

に
総
会
・
親
睦
会
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

県畜産共進会で最優秀賞２席に入賞

　９月 29 日（土）、姶良中央家畜市
場において第 61 回鹿児島県畜産共
進会が開催され、県内 10 地区から
３部門に合計 68 頭の黒毛和牛が出
品されました。
　本市からは、先に行われた曽於地
区秋季畜産共進会において曽於地区
代表として選ばれた（有）徳重義種
畜場の「てつこ」号が出品され、審
査の結果、若雌１区（12～16カ月齢）
において最優秀賞２席に選ばれ、特
別部位賞の前躯賞を受賞しました。

入賞した「てつこ」号

ツリフネソウ観察会

　10 月 14 日、しぶし自然愛好会主
催のツリフネソウ観察会が開催され
ました。約 50 人が参加、安楽コス
モス園近くのツリフネソウ群生地で
様々な野草の観察を行いました。
　同会会長の馬場興市さんらの解説
によると、ツリフネソウの特徴は、
花が帆掛け船を釣り下げたような形
をしており、その形状が名前の由来
になったと考えられています。志布
志市の群生地は 9 月下旬から開花
し、秋に見頃を迎えます。

大勢の人が参加、自然を満喫しました

県ホルスタイン共進会に出品

　10 月 20 日、姶良中央家畜市場
において 2012 年鹿児島県ホルスタ
イン共進会が開催され、先に行われ
た曽於地区ホルスタイン共進会にお
いて曽於地区代表として選ばれた７
頭が本市から出品されました。
 当日は県内５地区から８部門に合
計 80 頭が出品され、審査の結果、
第８部（経産牛５才以上）に出品し
た（有）金子デーリィファームの「バ
ター　デニス　ミツキー」号が優秀
賞３席に入賞しました。

入賞した「バター　デニス　ミツキー」号

盛大に開かれた総会の様子

関
西
志
布
志
会

尖 

信
一 

会
長

関
西
有
明
べ
ぶ
ん
こ
会

奈
良
迫 

籐
市 

会
長



全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に
出
品
し
ま
し
た

　

10
月
25
日
か
ら
29
日
ま
で
、
長
崎
県
で

第
10
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
が
開
催
さ

れ
、本
市
か
ら
第
１
区
（
若
雄
）
に
（
有
）

徳
重
義
種
畜
場
の
「
忠
久
勝
」
号
、
第
４

区（
系
統
雌
牛
群
）に
津
町
学
さ
ん
の「
た

け
や
ま
３
」号
及
び
樽
口
妙
子
さ
ん
の「
ひ

め
の
」
号
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
は
、
和
牛
の
能

力
の
向
上
を
目
的
に
５
年
に
１
度
開
催
さ

れ
て
お
り
、
和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

今
大
会
は
全
国
38
道
府
県
か
ら
各
地
区

の
予
選
で
選
考
さ
れ
た
和
牛
が
、
９
部
門

に
合
計
４
８
０
頭
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
区
は
、
産
肉
能
力
、
種
牛
能
力
と

も
に
高
い
能
力
が
期
待
さ
れ
る
種
雄
牛
の

造
成
を
狙
っ
た
出
品
区
で
、
15
～
22
カ
月

齢
の
雄
牛
20
頭
で
審
査
が
行
わ
れ
、（
有
）

徳
重
義
種
畜
場
の
「
忠
久
勝
」
号
は
優
等

賞
８
席
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
４
区
は
、
地
域
に
お
け
る
遺
伝
的
多

様
性
の
維
持
・
拡
大
を
目
指
し
た
出
品
区

で
、
始
祖
の
同
じ
雌
牛
が
４
頭
１
組
で
13

組
出
品
さ
れ
、
津
町
学
さ
ん
の
「
た
け
や

ま
３
」
号
及
び
樽
口
妙
子
さ
ん
の
「
ひ
め

の
」
号
の
組
は
優
等
賞
６
席
に
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

多くの和牛が参加しました

「忠久勝」号「ひめの」号と「たけやま３」号

　　種　目　名 氏　　名 学校名 記録
5 年男子 100m 走 圭 誇 安楽 15″2
5 年女子 100m 走 鼓 未 田之浦 15″7
5 年男子走り幅跳び 遥 希 通山 3m88cm
5 年女子走り幅跳び 遥 香 志布志 3m40cm
5 年男子走り高跳び 裕 輝 山重 1m15cm
5 年女子走り高跳び く る み 香月 1m18cm
5 年男子 400m リレー 香月小学校 1′02″5
5 年女子 400m リレー 志布志小学校 1′04″0
5 年男子 800m 走 蓮 志布志 2′45″2
5 年女子 800m 走 聖 奈 志布志 2′57″8
5 年男子ソフトボール投げ 浩 介 伊﨑田 54m82cm
5 年女子ソフトボール投げ 栞 乃 野神 38m86cm
6 年男子 100m 走 翔 大 伊﨑田 14″2

6 年女子 100m 走
理 歩 志布志

15″5
晨 菜 安楽

6 年男子走り幅跳び 大 翔 尾野見 4m23cm
6 年女子走り幅跳び 愛 優 奈 尾野見 3m92cm
6 年男子走り高跳び 海 斗 松山 1m31cm
6 年女子走り高跳び 美 穂 尾野見 1m20cm
6 年男子 400m リレー 伊﨑田小学校 59"7
6 年女子 400m リレー 志布志小学校 1'03"0
6 年男子 800m 走 元 気 有明 2′35″5
6 年女子 800m 走 風 花 通山 2′52″5
6 年男子ソフトボール投げ 優 汰 通山 60m78cm
6 年女子ソフトボール投げ 愛 優 奈 尾野見 54m85cm
6 年男子 60m ハードル走 翔 大 伊﨑田 9″9
6 年女子 60m ハードル走 理 歩 志布志 10″7
5・6 年男女混合 400 ｍリレー 尾野見小学校 1′03″5

　10 月 18 日、市陸上競技場で第７回志布志市小学校陸
上記録会が開催され、市内 16 の小学校から集まった児
童は日頃の練習の成果を発揮していました。

（右記に１位の記録を紹介します。■は新記録です。）

第７回志布志市小学校陸上記録会が開催されました
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　・本　館　　　毎週土曜日　　   午後２時 ～
　・有明分館　　11 月 17 日（土）午前 10 時
　・志布志分館　11 月 17 日（土）午前 10 時 30 分
　・松山分館　　11 月 24 日（土）午後２時
　・安楽分館　　12 月  ８日（土）午前 10 時 30 分

  図書館へ行こう！

一 冊 の 本 と の 出 会 い が あ な た の 人 生 を 変 え る！

図 書 館

情

報
■�休館日（本館及び各分館・移動
図書館車の全てが休みになり
ます）

○ かみふうせん（お話し会）14 時〜
○本館お話し会（読み聞かせ会）14 時〜

■問い合わせ先　志布志市立図書館 　Tel 472-3322　URL=http://www.shibushicity-lib.jp

毎月 23 日は
「子どもといっしょに読書の日」
お は な し 会 へ 出 か け よ う ！

 おかげ様で開館 15 周年！これからも皆様に親しまれる図書館に…‼
休館日カレンダー（本館）

November　11 月
日 月 火 水 木 金 土

12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

December　12 月
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

○

○

○

○
○

月
夜
の
お
は
な
し
会
、

民
話
と
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ

に
大
喜
び
！

　
９
月
29
日
、
市
立
図
書
館

で
「
月
夜
の
お
は
な
し
会
と

ア
ニ
メ
音
楽
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
駅
前

の
花
植
え
な
ど
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
る
、
生

涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
研
究
会

の
10
周
年
を
記
念
し
、
会
員

の
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
が
、
志
布
志
の
民
話

「
お
さ
ん
ぎ
つ
ね
」
の
紙
芝
居

や
「
ゆ
う
れ
い
飴
屋
」
の
語

り
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
部
で
は
、
日
置
市
の
「
い

し
ず
え
」
の
皆
さ
ん
が
、
ギ

タ
ー
と
ハ
ー
モ
ニ
カ
＆
カ
ホ

ン
で
「
ド
ラ
え
も
ん
」
や
童

謡
「
シ
ャ
ボ
ン
玉
」
な
ど
を

臨
場
感
た
っ
ぷ
り
に
演
奏
す

る
と
、
親
子
連
れ
を
含
む
約

50
人
の
観
衆
も
一
緒
に
口
ず

さ
む
な
ど
、
楽
し
い
月
夜
の

お
は
な
し
会
と
な
り
ま
し
た
。

◆図書貸出の宅配サービスの希望者を引

　き続き募集します！

◆第７回志布志市読書感想文・感想画

　コンクール作品募集締切迫る！

※詳細は、市報８

月号「図書館へ行

こう」並びに志布

志市立図書館の

ホームページをご

覧ください。

「
一
箱
古
本
市
」
の

　
　

楽
し
さ
を
学
ぶ
！

　

10
月
24
日
、「
地
域
を
元

気
に
す
る
『
一
箱
古
本
市
』

の
魅
力
」
と
題
し
て
、
全

国
で
「
一
箱
古
本
市
」
を

展
開
し
て
い
る
南
陀
楼
綾

繁
さ
ん
の
講
演
が
市
民
大

学
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
、

65
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
『
一
箱
古
本
市
』
は
、
地

域
に
点
在
す
る
店
の
軒
先

な
ど
を
借
り
て
、
そ
の
前
で

一
人
一
箱
40
冊
の
古
本
を

販
売
す
る
と
い
う
も
の
で
、

誰
も
が
自
由
に
参
加
で
き
、

欲
し
か
っ
た
本
に
出
会
え

た
り
、
店
主
と
会
話
を
楽
し

ん
だ
り
す
る
こ
と
で
人
の

流
れ
を
つ
く
り
、
図
書
館
と

連
携
で
き
る
、
ま
ち
づ
く
り

の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

受
講
者
は
、「
お
も
し
ろ

そ
う
、
図
書
館
ま
つ
り
で

も
や
っ
て
み
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

今月のテーマ図書
「あきのえほん」

「
楽
し
み
が
増
え
た
」
と
大
好
評
！

　
　
　

宅
配
サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト
！

　

市
立
図
書

館
で
は
、
10

月
か
ら
高
齢

者
や
身
体
が

不
自
由
で
図

書
館
ま
で
の

交
通
手
段
の

な
い
方
々
を

対
象
に
、
移

動
図
書
館
車

「
き
み
ま
ろ
号
」
で
、
自
宅
の
庭
ま
で
行
き
、

図
書
の
貸
出
を
行
う
県
内
で
も
珍
し
い
宅
配

サ
ー
ビ
ス
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
利
用
者
か

ら
は
、「
公
民
館
の
図
書
室
は
階
段
が
あ
る
の

で
助
か
る
」「
良
い
こ
と
を
始
め
て
く
れ
た
」「
楽

し
み
が
増
え
た
」「
時
代
小
説
が
読
み
た
い
」「
自

分
史
を
書
き
た
い
の
で
参
考
に
な
る
本
を
…
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。
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地球にやさしいこと
　　　はじめよう！

■問い合わせ先　
　本庁市民環境課環境政策室	 ℡ 474-1111（内線 131 ～ 136）
　松山支所市民課	 ℡ 487-2111（内線 224）
　志布志支所市民課	 ℡ 472-1111（内線 224・225）

 

11
月
は
不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間
で
す

　

県
で
は
、
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投

棄
の
根
絶
を
図
る
た
め
、
毎
年
11
月

を
不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間
と
定
め

て
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
不
法
投
棄
防
止
の
啓

発
活
動
や
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
強
化
し
て
い

ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。

こ
の
機
会
に
一
人
ひ
と
り
が
「
不
法

投
棄
を
し
な
い
。
さ
せ
な
い
。
見
か

け
た
ら
す
ぐ
電
話
を
」
と
い
う
意
識

を
持
ち
、
不
法
投
棄
の
な
い
住
み
よ

い
地
域
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
を
発
見

し
た
ら
、
県
庁
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク

ル
対
策
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　
　
　

℡
０
９
９
‐
２
８
６
‐
３サ

ン
パ
イ
ゼ
ロ

８
１
０

 

年
末
年
始
の
粗
大
ご
み
に
つ
い
て

　

布
団
、
タ
ン
ス
、
自
転
車
な
ど
の

粗
大
ご
み
の
回
収
は
、
市
が
委
託
し

て
い
る
収
集
業
者
が
ご
自
宅
ま
で
回

収
に
行
く
方
法
、
ま
た
は
、
個
人
に

よ
る
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
最
終
処
分

場
）
へ
の
直
接
搬
入
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

例
年
、
年
末
年
始
は
粗
大
ご
み
の

収
集
依
頼
が
集
中
す
る
た
め
、
ご
希

望
の
日
程
ど
お
り
に
回
収
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
志
布
志
町
地
域
：（
有
）
ミ
ヤ
ウ
チ
】

　

予
約
専
用
℡
：
４
７
３
‐
１
１
９
９

【
有
明
町
・
松
山
町
地
域
：
大
隅
衛

　

生
企
業
（
有
）】

　

予
約
専
用
℡
：
４
７
１
‐
６
０
７
０

  

日
本
ウ
ミ
ガ
メ
会
議

  

志
布
志
湾
会
議
の

  

開
催
に
つ
い
て

　

11
月
30
日
（
金
）
か
ら
12

月
2
日
（
日
）
に
か
け
て
、

志
布
志
市
文
化
会
館
に
て

「
第
23
回
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
会

議
志
布
志
湾
会
議
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
会
議
は
、
国
内
外
か

ら
ウ
ミ
ガ
メ
に
関
す
る
活
動

を
行
っ
て
い
る
人
や
ウ
ミ
ガ

メ
に
興
味
の
あ
る
人
が
集
ま

り
、
ウ
ミ
ガ
メ
や
砂
浜
保
全

に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
す
も

の
で
す
。

　

ま
た
、
ウ
ミ
ガ
メ
生
態
研

究
の
第
一
人
者
で
あ
る
ピ
ー

タ
ー
・
プ
リ
チ
ャ
ー
ド
博
士
に

よ
る
講
演
や
ウ
ミ
ガ
メ
保
護

活
動
者
の
講
演
も
あ
り
ま
す
。

　

県
内
に
お
住
い
の
方
、
高

校
生
以
下
の
方
は
無
料
で
参

加
で
き
ま
す
の
で
、
お
誘
い

の
上
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
多
く

の
方
の
ご
参

加
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

  

狂
犬
病
予
防
注
射
を

  

受
け
ま
し
ょ
う

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生

後
91
日
以
上
の
犬
に
は
登
録
と

１
年
に
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注

射
が
厚
生
労
働
省
令
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
ま
だ
注
射
を
接
種

し
て
い
な
い
犬
は
、
必
ず
動
物

病
院
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
登
録
し
て
い
る
犬
が

死
亡
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の

ま
ま
台
帳
に
残
り
ま
す
の
で
必

ず
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
他
、
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
場

合
（
飼
い
主
が
亡
く
な
っ
た
、

他
の
人
に
譲
渡
し
た
な
ど
）
や

転
入
さ
れ
て
き
た
場
合
、
転
出

さ
れ
る
場
合
な
ど
も
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
、

犬
を
飼
っ

て
い
る
が
、

ま
だ
登
録

を
さ
れ
て

い
な
い
方

は
必
ず
登

録
を
し
て

く
だ
さ
い
。
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男女がともに認め合い、
いきいきと輝くまちをつくろう

男女共同参画社会
の実現を目指して

Vol.80

■問い合わせ先　
　企画政策課男女共同参画係　℡ 474-1111（内線 250・255）

女 性 支 援 相 談 室 開 催 日
【11 月・12 月の相談日】

11 月 21 日（水）新 橋 地 区 公 民 館 　午後 1：00 ～ 午後５：00
12 月５日（水）志布志支所５階会議室　午後 1：00 ～ 午後５：00

女性に対する暴力をなくす運動

　毎年 11 月 12 日～ 11 月 25 日は、
　「女性に対する暴力をなくす運動」期間です

　暴力は、その対象の性別や加害者、被害者の間柄を問わず、決して許されるものではあ
りません。特に、夫・パートナーからの暴力、性犯罪、売買春、セクシュアル・ハラスメ
ント、ストーカー行為など女性に対する暴力は、女性の人権を著しく侵害するものであり、
男女共同参画社会を形成していく上で克服すべき重要な課題です。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

（Ｈ18・Ｈ23　「志布志市男女共同参画に関する意識調査」より）

■ 平成 23 年度
■ 平成 18 年度

身 体 的 DV 行 為 に つ い て
の相談場所・相手
　DV 被害者の約 5 割がどこ（だ
れ）にも相談していません。理
由は、「自分さえがまんすれば、
なんとかこのままやっていける
と思ったから」が 48.6％、「自
分にも悪いところがあると思っ
たから」が 37.8％、「相談する
ほどのことではないと思ったか
ら」が 32.4％という回答になっ
ています。

企画政策課　
男女共同参画推進室
女性支援相談室 
毎月第 1 水

（13：00 ～ 17：00）無料
（志布志支所５階会議室）

毎月第 3 水
（13：00 ～ 17：00）無料
（偶数月：農村環境改善センター）
（奇数月：新橋地区公民館）

専用フリーダイヤル

0 1 2 0 - 7
な や む

8 6 - 0
お ご じ ょ

5 4
（月～金　8：30 ～ 17：00）

　10 月 21 日、 志布志運動公園体育館で、志布志Ⅰ（愛）プロジェクト協議
会の主催による、出会いサポートを行いました。
　自己紹介、フォークダンスの後は会話が弾む姿が見られました。参加者か
らは、「年１回は不足ですので、年２回位企画して下さ
い」「良い経験をさせて頂きありがとうございました。
楽しい時間を過ごさせてもらいました」などの感想の
声が聞かれました。結果は 22 組中、６組のカップル
が成立。皆さんから祝福の拍手が送られていました。

出会いサポート開催しました

17　市報しぶし■ 2012.11
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①職員の競争試験（平成 23 年度）

区　分 申込者数 第1次受験
者数（A）

第 1 次
合格者数

最終合格
者数（B）

競争率
（A）/（B）

一般事務Ａ 41 39 11 ５ 7.8
一般事務Ｂ 　　　18 16 ４ ２ ８
土木技術職 　　　７ ６ ４ ２ ３

計 　　　66 61 19 ９ 6.78

②職員の採用及び退職の状況
（1）職員の採用の状況　　　　　　　　　（平成 23 年度）

区　分 競争試験 計男性 女性

職　種
一般事務 A ４ １ ５
一般事務 B １ １ ２
土木技術職 ２ ０ ２

計 ７ ２ ９

（2）職員の退職の状況（平成23年４月１日～平成24年３月31日）
区　分 男性 女性 計

定 年 退 職 ５ ５ 10
勧 奨 退 職 ２ １ ３
その他退職 １ １ ２

計 ８ ７ 15
③職員の勤務時間、休暇及び旅費等に関する勤務条件の状況

（1）職員の勤務時間（一般職の標準的なもの）
１週間の
勤務時間 開始時刻 終了時刻 休息時間 休憩時間

38 時間
45 分 午前8時30分 午後5時15分 なし

午後零時か
ら午後1時
まで

（2）年次有給休暇の取得状況（平成22年1月1日～12月31日）
総付与日数

Ａ
総使用日数

Ｂ
対象職員数

Ｃ
平均取得日数

Ｂ/Ｃ
消化率
Ｂ / Ａ

13,763 日 4,534日 357人 12.7日 32.9％

（3）育児休業の状況　　　　　　　　　　（平成 23 年度）
区　　分 男性 女性 計

育児休業の承認件数 0 ２ ２
育児休業期間延長の承認件数 0 0 0

（4）旅費制度の概要　　　　　　　　　　（平成 23 年度）

区　分 日　　当 宿泊料（1夜につき） 食卓料（1
夜につき）

甲地方（県
外片道150km
以上の地域）

乙地方
（県内）

甲地方（県
外片道150km
以上の地域）

乙地方
（県内）

市　長 3,000 2,200 14,800 13,300 3,000
副市長
教育長 2,600 2,000 13,100 11,800 2,600

一般職員 2,200 1,800 10,900 9,800 2,200
※　別途半日当地域及び日当なし地域の定めがあります。

④職員の分限及び処分の状況
（1）分限処分者数（平成 23 年度）

区　　分 降任 免職 休職 降級 計
心身の故障の場合 １ １
※　勤務実績が良くない場合・職に必要な適格性を欠く
　　場合・職制、定数の改廃、予算の減少により廃職、
　　過員を生じた場合・条例で定めた事由による場合の
　　分限処分はありませんでした。

（2）懲戒処分
区　　分 戒告 減給 停職 免職 計

職務上の義務に違反
し又は職務を怠った
場合

1 1

⑤職員研修の状況
区　分 回数（回） 人数（人）

一 般 研 修 自治研修所 ８ 59
専 門 研 修 自治研修所等 ５ ７
市単独研修 係長研修ほか ６ 387

合　計 19 453

⑥職員の健康管理等に関する福祉の状況
（1）職員の健康診断の状況（平成 23 年度）

区　分 受診者数（人）
定期健康診断 458（臨職含む）
人 間 ド ッ ク 160　　  　　　

（2）互助会への公費負担（平成 23 年度）
会員数 公費負担額 会員掛金総額 公費負担率 公費負担内容
357人 2,098千円 2,578千円 44.9% 人間ドック助成等

⑦職員の勤務条件に関する措置要求及び不利益処分に関
　する不服申立等の利益の保護の状況

（1）勤務条件に関する措置の要求の状況（平成 23 年度）
　　該当なし

（2）不利益処分に関する不服申立ての状況（平成 23 年度）
　　該当なし
⑧公平委員会の業務の状況

（1）勤務条件に関する措置の要求の状況（平成 23 年度）
　　該当なし

（2）不利益処分についての不服申立ての状況（平成 23 年度）
　　該当なし

人事行政の運営等の状況の公表
　志布志市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成 18 年志布志市条例第 191 号）第 6 条の規定により、志布
志市における平成 23 年度人事行政の運営等の状況を次のとおり公表します。

志布志市人事行政　 の運営等の状況について公表します

⑪部門別職員数の状況
区分

部門
職員数（人） 対前年増減数（人）

平成22年 平成23年 平成22年 平成23年

福
祉
関
係
を
除
く

　
　
　
　

一
般
行
政

議　会 ５ ５ ０ ０
総　務 84 85 △２ １
税　務 34 31 ０ △３
農林水産 51 52 △２ １
港湾商工 10 ９ １ △１
土　木 29 28 △１ △１
小　計 213 210 △４ △３

福
祉
関
係

民　生 35 37 △４ ２
衛　生 29 26 １ △３
小　計 64 63 △３ △１

一般行政計 277 273 △７ △４
特
別

行
政

教　育 49 47 １ △２
小　計 49 47 １ △２

公
営
企
業
等

水　道 12 12 △１ ０
下水道 ２ ２ ０ ０
その他 14 14 １ ０
小　計 28 28 ０ ０

総合計 354 348 △６ △６
※ 1　 職員数は、一般職に属する職員数です。（教育長を

含み、臨時又は非常勤職員を除きます）。
※ 2　 公営企業等の「その他」には、国民健康保険事業、

介護保険事業及び後期高齢者医療広域連合に従事
する職員数を計上しています。

⑧特殊勤務手当の状況
手 当 名 内　容 金額（円）

税務手当 賦課徴収事務・臨戸徴収事務
（賦課）月　1,500
（徴収）月　3,000
（臨戸徴収）日300

防疫手当 感染症患者の救護作業ほか 日　　　300
徴収金徴収手当 市の収入金の徴収事務 日　　　300
保健師手当 保健師の業務 月　 　1,000
旅行病人及び行旅
死亡人取扱手当 行旅病人又は行旅死亡人の取扱（保護等）日    500

（収　容）日 1,000
用地交渉手当 公共用地取得等の交渉業務 日　　　300
ケースワーカー手当 ケースワーカーの業務 月　　 5,000

①職員給与の状況（平成 23 年度　一般会計決算）

一般職
員

（Ａ）

給与費 一人当
たり

給与費
（B/A）

給　料 職員手当 期末・勤勉
手当 計（Ｂ）

人
334

千円
1,292,853

千円
185,530

千円
475,963

千円
1,954,346

千円
5,851

職員手当には退職手当を含みません。
※ 2　職員数には教育長を含んでいます。
②歳出総額に占める職員給与費の割合（一般会計決算）

歳出総額（A） 給与費（B） 給与費率（B/A）
千円

22,503,705
千円

3,205,327
%

14.2
※  　給与費には特別職分（市長、副市長）を含んでいます。

③職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況
（平成 23 年 4 月 1 日現在）

区　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

一般行政職 円
324,700

円
378,143

歳
42.8

技能労務職 354,900 362,300 56
※ 平均給与額は、平均給料月額に扶養手当、通勤手当、
 住居手当、管理職手当、時間外勤務手当など加えた 
 ものです。
④職員の初任給の状況　　　　  （平成 23 年 4 月 1 日現在）

区　分 一般行政職 技　能　職 国の制度
（行政職）

大学卒 円
161,600

円 円
172,200

高校卒 140,100 137,200 140,100
⑤一般行政職の級別職員数の現状（平成 23 年 4 月 1 日現在）

区　分 7 級 6 級 5 級 4 級 3 級 2 級 1 級

標準的な
職務内容 課 長 課 長 課長補

佐・主幹
主 任 主
査・係長

係長・主
査・技
術主査

主 事・
技 師

主事・技
師・主事
補・技師補

職員数
（人） 0 25 110 63 45 16 20

構成比
（％） 0.0 9.0 39.4 22.6 16.1 5.7 7.2

⑥期末勤勉手当の支給率　　　　　　　　　　　　（月分）

区　分 支給期別支給率 支給率計6 月期 12 月期
志布志市 1.95 2.0 3.95

国 1.95 2.0 3.95

⑦退職手当の支給率　　　　　　　　　　　　　　（月分）
区　分 20 年勤続の者 25 年勤続の者 35 年勤続の者 最高限度
支給率 32.76 41.34 59.28 59.28

⑨その他の手当の状況　　　（平成 23 年 4 月 1 日現在）
区
分 内容 金額 国の制度

との異同
国の制度と
異なる内容

扶

養

手

当

・配偶者 円
13,000

　同　じ
・配偶者以外 1 人につき 6,500
・配偶者のいない職員の
   扶養親族（1人目のみ） 11,000

・16歳から22歳までの扶 
   養親族（1人につき）

5,000
（加算）

住
居
手
当

・借家（支給限度額） 27,000（借家）異なる

・持家 2,500（持家）異なる
自 宅 に 対 す
る 支 給 期 間
の制限なし

通
勤
手
当

・支給限度額（40km以上）
15km未満
600円/1km（2km未満を除く）
15km以上
8,900円+2,400/5km

20,900 異なる 支給区分が異
なる

⑩特別職の報酬等の状況　　　　（平成 23 年 4 月 1 日現在）
区　分 給料月額（円） 区　分 報酬月額（円）
市　長 763,200 議　　長 309,716
副市長 600,300 副 議 長 307,102
教育長 559,800 各委員長

議　　員 285,180



～健やかな赤ちゃんの成長を見守っています～
【パート２】

■健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
本庁保健課  TEL 474-1111　志布志支所福祉課   TEL 472-1111　松山支所市民課  TEL 487-2111

※ １0 月に行った５歳児歯科健診で、むし歯
も処置歯もなかった子どもたちです。

凛
りんたろう

太朗ちゃん日
ひ な こ

南子ちゃん悠
ゆ り な

璃南ちゃん

俊
と し や

也ちゃん蒼
あ お い

生ちゃん蓮
れ ん と

斗ちゃん

侑
ゆ う き

希ちゃん彪
ひゅうが

翔ちゃん陽
ひ な こ

菜子ちゃん
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赤ちゃん訪問について

　生まれたばかりの赤ちゃんは、お母さん

の体内とは全く違う環境のなかで自分の力

で発育していくことに慣れる、大切な時期

です。母子ともに心身の安定した生活が送れることを願い、赤ちゃんの発育状

態を確認し、これから赤ちゃんがすくすく成長していけるよう、赤ちゃんのい

る家庭に対し助産師（または保健師）による訪問指導を実施しています。

　志布志市では平成 24 年度から全赤ちゃんの訪問を行っており、対象は新生児

（生まれてから 28 日までの赤ちゃん）からおおよそ２か月までの赤ちゃんです。

♪ 赤ちゃん訪問とは

　出生の届出のときに、保健課にて訪問の受付を行います。

　また、健康診査受診票綴の出生連絡票（ハガキ）でも受付できます。

　後日、助産師が日程調整の連絡をさせていただきます。

♪ どうやったら受けられるの？

　赤ちゃんの体重測定、発育・発達状態の確認

　おっぱいやミルクの相談、お母さんの体の状態の確認（血圧測定など）

　その他相談（子育てや健康に関することなど）

♪ どんなことをするの？

　助産師は出産のお手伝いだけでなく、女性の人生、それぞれの時期での

豊かな生活や子供たちの健やかな生活を願って健康面でのかかわりをして

いる専門職です。地域の子どもたちの健やかな成長を願い活動しています。

♪ よき相談相手として…

赤ちゃん訪問の様子

　助産師の米田です。 お母さんや赤ちゃ

ん、 子供たちが笑顔で暮らしていけるお

手伝いができたらいいなと思って活動し

ています。 気軽に声をかけてくださいね。

志 布 志 市 で は 助 産 師 歴 3 5 年 の 米 田 さ ん に 訪 問 を お 願 い し て い ま す 。

　
里帰りの方は、里帰り

先の市町村でも訪問指導

を受けることができます

ので、希望される方はお

知らせください。

■医療費に関する問い合わせ先：

　志布志市役所　保健課　国民健康保険係

　℡ 099-474-1111　（124・125）

医療費が増加しています！ ！
◆国民健康保険の医療費
　市民の皆様に日頃から健康づくりに取り組んでいただいているにもか
かわらず、平成 23 年度の国保の１人当たり医療費は、前年と比較して
5.5％伸びました。平成 24 年度は、昨年と比較して、医療費総額は減少
していますが、被保険者数が減ってきているので、１人当たり医療費が、
0.1％増加しています。

◆みなさんが健康で快適に暮らせるよう、年に１回は特定
健診やがん検診等を受診し、自分の健康状態をチェックし
ましょう。また、日頃から食生活に気を
つけたり、積極的に運動を取り入れるな
どして、健康づくりを心がけましょう。
　医師等から処方された薬はきちんと服
用しましょう。

◆国保の医療費は、窓口の自己負担分（１割～３割）を除
き、国、県の公費負担や市の国民健康保険税等を財源として、
医療機関に支払われます。
　適切な受診に努めましょう。

高い医療費みんなで助け合い国保の心
■平成24年８月分の医療費の状況です。
医 療 費 総 額 ２７４，５７６，０４６円
４月末国保加入者数 １０，８０４人
1人当たり医療費（医
療費総額を加入者数
で除したものです）

２５，４１４円

医 療 費 １ 人 当 た り の 負 担 内 訳
市（ 国 保 ） 負 担 額 ２１，４８９円
個 人 負 担 額 ３，９２５円

　この金額は、国民健康保険に加入している皆
さんが医療機関等で診療したものに対し、市（国
保）が支払った医療費です。
　医療費総額の約 84.6％を市（国保）が負担してい
ます。

妊婦さんにお願いです！　　　もしも転出する場合は…

　 産 婦 人 科 な ど で 受 診 さ れ る と き に 使 う 「 健 康 診 査 受 診 票 （ 無 料 受 診 券 ）」 は
転 出 し た そ の 日 か ら 使 え な く な り ま す 。 転 入 の 手 続 き を 新 た に 住 ま れ る 市 区
町 村 で 行 う と き に 、 担 当 の 部 署 か ら 新 た な 受 診 券 の 交 付 を 受 け て く だ さ い 。
　 な お 、 母 子 健 康 手 帳 に つ い て は 、 日 本 全 国 そ の ま ま お 使 い に な れ ま す 。歯 科 衛 生 士 に よ る 歯 科 指 導 の 様 子
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『
縁
』
が
も
た
ら
す
、
ま
ち
の
発
展

　

日
本
一
の
漫
談
家
、
綾
小
路
き
み
ま
ろ

さ
ん
が
久
々
に
志
布
志
に
帰
っ
て
来
ら
れ

て
、
自
主
文
化
事
業
「
綾
小
路
き
み
ま
ろ
爆

笑
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ブ
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
会
館
に
詰
め
か
け
た
満
員
の
観
客
席
で

は
、
そ
れ
こ
そ
ア
ゴ
が
外
れ
る
ほ
ど
の
大
爆

笑
で
、
皆
さ
ん
大
満
足
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
席
で
、
き
み
ま
ろ
さ
ん
に
毎
年
継
続

し
て
多
額
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
、
ま
た
今
回
、
教
育
委
員
会
へ
別

途
寄
附
を
い
た
だ
け
る
こ
と
に
感
謝
申
し
上

げ
た
次
第
で
す
。
そ
し
て
ま
た
、「
志
布
志
市

ふ
る
さ
と
大
使
」
と
し
て
市
を
宣
伝
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
委
嘱
状
を
お
渡
し
で
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
氏
は
今
や
超
売
れ
っ

子
で
日
本
国
中
を
飛
び
回
り
、
例
の
毒
舌

シ
ョ
ー
に
よ
る
笑
い
で
日
本
を
元
気
に
し
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
今
回
の
帰
郷
で
も
、

多
く
の
方
と
交
流
さ
れ
た
り
、
墓
参
り
を
さ

れ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
方
が

私
ど
も
の
ま
ち
の
出
身
者
で
あ
り
、
ふ
る
さ

と
志
布
志
市
を
こ
よ
な
く
愛
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
を
本
当
に
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
元
落
語
協
会
の
会
長
の
三
遊
亭

圓
歌
師
匠
が
先
日
市
長
室
に
お
見
え
に
な
り
、

師
匠
に
も
市
の
ふ
る
さ
と
大
使
と
し
て
宣
伝

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
同
大
使
の
委
嘱
状
を

お
渡
し
し
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

師
匠
は
関
東
有
明
べ
ぶ
ん
こ
会
の
森
会
長

と
の
深
い
御
縁
で
同
会
の
総
会
に
も
ご
出
席

く
だ
さ
り
、
志
布
志
市
の
人
々
の
人
情
を
大

い
に
気
に
入
ら
れ
た
と
、
ふ
る
さ
と
大
使
を

引
き
受
け
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
著
名
な
芸
能
人
の
方
と

の
御
縁
が
、
今
後
も
志
布
志
市
を
大
い
に

宣
伝
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
志
布
志
市
の
宣
伝
と
言
え
ば
、
最

近
南
日
本
新
聞
に
本
市
の
話
題
が
紹
介
さ
れ

な
い
日
は
な
い
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
で
す
。

こ
れ
は
市
民
の
皆
様
の
様
々
な
活
動
が
元
気

で
あ
る
証
で
す
が
、
そ
の
活
発
な
活
動
を
、

話
題
の
大
小
問
わ
ず
足
繁
く
取
材
し
、
記
事

と
し
て
掲
載
し
て
く
だ
さ
る
桑
畑
支
局
長
の

存
在
が
あ
る
か
ら
で
す
。
あ
ら
た
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
桑
畑
支
局
長

が
、
日
本
を
代
表
す
る
偉
人
の
名
著
で
あ
る

「
西
郷
南
洲
遺
訓
」
の
現
代
語
訳
本
を
著
さ

れ
ま
し
た
。
本
市
に
在
住
の
桑
畑
支
局
長
が

一
流
の
出
版
社
か
ら
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し

い
本
を
著
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
驚
く
と
と

も
に
、
本
市
在
住
の
間
に
出
版
さ
れ
た
こ
と

に
対
し
て
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
不
思
議

な
縁
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
そ
の
「
西

郷
南
洲
遺
訓
」
の
中
で
、
私
が
最
も
好
き
な

言
葉
の
一
つ
が
「
敬
天
愛
人
」
で
す
。
人
と

し
て
正
義
を
貫
き
、
自
然
の
摂
理
に
敬
意
を

払
い
大
切
に
す
る
、
他
人
を
思
い
や
り
愛
す

る
こ
と
。
ま
さ
に
志
布
志
の
「
志
」
そ
の
も

の
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

本
市
は
健
康
づ
く
り
に
全
面
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
寒
く
な
り
ま
す
の

で
、体
調
管
理
に
十
分
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

曽
於
市
の
秋
は
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
。

自
然
が
い
っ
ぱ
い
の
市
内
各
所
で
、
先
人
た
ち

か
ら
大
切
に
引
き
継
が
れ
て
き
た
貴
重
な
文
化

財
に
触
れ
、
曽
於
市
の
恵
み
を
存
分
に
味
わ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
弥
五
郎
ど
ん
祭
り　
　

11
月
３
日
（
土
）

　

隼
人
族
の
守
護
神
が
見
参
！

　

１
年
ぶ
り
に
目
覚

め
た
弥
五
郎
ど
ん
が
、

午
後
１
時
に
祭
り
の

メ
イ
ン
の｢

浜
下
り

｣

で
威
風
堂
々
と
練
り

歩
き
ま
す
。

◆
思
い
や
り
そ
お
市
民
祭

　

11
月
10
日
（
土
）･

11
日
（
日
）

　

11
日
が
野
口
五
郎
（
２
回
講
演
）、
10
日
が
島

津
悦
子
の
歌
謡
シ
ョ
ー
の
ほ
か
、風
船
の
ジ
ロ
ー

ち
ゃ
ん
や
郷
土
芸
能
、
文
化
協
会
の
芸
能
発
表

も
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
農
林
・
商
工
業
を
中

心
と
し
た
グ
ル
メ
街
道
や
展
示
即
売
コ
ー
ナ
ー
、

野
菜
の
品
評
会
と
即
売

会
、
保
健
福
祉
関
係
の

健
康
相
談
と
障
害
者
施

設
作
品
展
示
即
売
な
ど

も
実
施
。
さ
ら
に
両
日

と
も
、
お
楽
し
み
抽
選

会
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

２
日
間
に
わ
た
っ
て
曽

於
市
の
魅
力
を
心
ゆ
く
ま
で
味
わ
え
ま
す
。

◆
豊
祭「
住
吉
神
社
の
流
鏑
馬(

や
ぶ
さ
め)

」

　

11
月
23
日
（
金
）　

　

今
年
の
五
穀
豊
穣

(

ほ
う
じ
ょ
う)

と
来
年

の
豊
年
満
作
を
願
っ
て
、

県
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
の
流
鏑
馬
が
末
吉
町

住
吉
神
社
で
奉
納
さ
れ

ま
す
。
境
内
で
は
、
油

竹
登
り
や
武
道
大
会
、

甘
酒
や
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
も
振
る
舞
わ
れ
、
終

日
参
拝
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

◆
悠
久
の
森
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

　

11
月
25
日
（
日
）

　

全
国
遊
歩
百
選
の
森

に
選
定
さ
れ
た
財
部
町

大
川
原
峡
の｢

悠
久
の

森｣

で
、
美
し
い
紅
葉

を
見
た
り
川
の
せ
せ
ら

ぎ
を
聞
い
た
り
し
な
が

ら
、
７
㎞
の
道
の
り
を

歩
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
。
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン

た
っ
ぷ
り
の
森
に
癒
や
さ
れ
る
最
高
の
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
ま
た
、お
に
ぎ
り
や
甘
酒
、こ
ん
に
ゃ

く
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：
曽
於
市 

企
画
課

　

℡
０
９
８
６
‐
７
６
‐
８
８
０
２

　
都
城
市
、三
股
町
、曽
於
市
、志
布
志
市
で

形
成
す
る「
都
城
広
域
定
住
自
立
圏
」。こ
の

圏
域
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
や
魅
力

を
、各
市
町
の
広
報
紙
に
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載

し
ま
す
。今
回
は
、曽
於
市
を
紹
介
し
ま
す
。

市
長
コ
ラ
ム

本
田 

修
一

23　市報しぶし■ 2012.11
文芸コーナーでは市民の皆様のオリジナルの未発表の写真や絵画、イラスト等を紹介します。
多くの皆様の投稿をお待ちしています。

Japanese poem
 of 31 syllables *Haiku poem

 * Com
ic Haiku *2012.11

俳
句
（
は
つ
は
な
俳
句
会
）

胸
反
ら
し
付
け
て
貰
ひ
ぬ
赤
い
羽
根 

川
畑　

充
子

作
業
場
に
来
て
廻
旋
の
秋
あ
か
ね 

春
日　

ふ
く

半
世
紀
語
る
二
人
の
夜
長
か
な 

八
久
保
千
鶴
子

コ
ス
モ
ス
は
遊
び
た
が
り
や
風
を
呼
ぶ 

鮫
島　

容
子

つ
ぎ
つ
ぎ
と
稿
た
ま
り
ゆ
き
秋
深
む 

本
村　

湧
水

遠
景
に
霧
島
連
山
稲
穂
波 

坂
本　

順
子

秋
灯
や
グ
ラ
ス
に
映
へ
る
赤
ワ
イ
ン 

飯
野
澄
美
子

秋
風
の
肩
叩
き
行
く
帰
り
道 

本
村
多
可
子

短
歌
（
有
明
短
歌
会
）

土
の
匂
ひ
す
る
と
地
す
べ
り
予
想
せ
し
古
老
の
五
感
お
ろ
そ
か
な
ら
ず 

畑
山
み
つ
き

秋
冷
い
に
色
づ
き
初
め
し
早
生
み
か
ん
枝
も
た
わ
わ
に
収
穫
を
待
つ 

福
元　
　

忍

敗
戦
に
苦
節
の
経
済
大
国
と
主
権
の
孤
島
鵜
の
目
鷹
の
目 

徳
田　

将
人

草
群
に
露
宿
る
宵
虫
の
鳴
く
鈴
の
音
細
く
闇
に
入
り
ゆ
く 

矢
野　

む
つ

歌
友
の
ミ
カ
ン
作
り
は
達
人
と
遠
方
ま
で
も
美
味
き
口
コ
ミ 

野
口　
　

嵐

紅
顔
に
決
意
を
秘
め
て
「
頑
張
る
よ
」
未
来
あ
る
子
を
眩
し
く
送
る 

澤
津
川
頼
子

苑
外
に
車
椅
子
押
す
女
の
孫
は
彼
岸
花
折
り
義
母
に
握
ら
す 

萩　
　

幸
子

夕
間
暮
れ
か
た
き
蕾
の
ほ
ど
け
た
る
夕
顔
の
香
を
風
が
連
れ
来
る 

木
下
マ
キ
子

文
の
面
に
気
づ
か
わ
れ
る
る
師
の
よ
う
す
健
や
か
あ
れ
と
祈
り
つ
つ
読
む 

大
原　
　

繁

澄
む
空
に
つ
る
切
る
音
の
高
ら
か
に
初
採
り
の
芋
重
く
ぶ
ら
下
ぐ 

水
上
カ
ズ
エ

俳
句
（
志
布
志
左
右
句
会
）

想
う
こ
と
緋
と
燃
え
尽
く
し
曼
珠
沙
華 

永
山　

又
生

秋
め
く
や
野
山
の
花
も
浦
風
も 

坪
田　

秀
邑

忘
れ
て
い
た
吾
亦
紅
か
ら
来
た
手
紙 

吉
田　

十
二

お
陰
さ
ま
で
み
ん
な
忘
れ
て
満
月
と
居
る 

暉
峻　

康
瑞

椿
の
実
こ
ろ
こ
ろ
笑
い
陽
を
弾
く 

山
本
せ
つ
子

は
る
ば
る
と
来
て
望
楼
の
あ
け
び
の
実 

肥
後　

洋
子

秋
桜
御
朱
印
帳
の
美
し
き
文
字 

東
平　

要
一

秋
風
の
色
し
て
葉
書
届
き
ま
す 

肱
岡
ち
か
子

落
鮎
や
風
が
戸
を
打
つ
囲
炉
裏
端 

岩
根　

長
初

曼
珠
沙
華
並
ん
で
咲
い
て
通
せ
ん
ぼ 

藤
後
む
つ
子

川
柳
（
志
布
志
川
柳
会
）

沖
縄
へ 

怒
号
の
嵐 

オ
ス
プ
レ
イ 

江
藤　

房
子

独
り
寝
に 

び
く
び
く
し
て
る 

嵐
の
夜 

福
山　

吉
連

出
来
秋
に 

嵐
は
ず
れ
て 

な
で
る
胸 

末
永　

一
雄

嵐
吹
く 

夜
は
我
が
家
で 

句
を
ひ
ね
る 

上
田　

和
市

泥
ん
こ
が 

激
闘
語
る 

ユ
ニ
ホ
ー
ム 

坂
元　

俊
幸

穂
は
実
り 

背
広
の
案
山
子 

得
意
顔 

赤
池　

忠
重

食
欲
の 

秋
へ
気
に
な
る 

血
糖
値 

高
田　

昭
秋

田
の
神
に 

笑
顔
が
見
え
る 

黄
金
波 

高
田　

秀
雄

頑
張
れ
と 

励
ま
し
ゴ
ミ
は 

受
け
入
れ
ず 

上
東
マ
キ
エ

不
況
風 

頼
る
政
治
に 

策
見
え
ず 

鞍
掛　

五
雄

弱
腰
に 

日
本
領
土
が 

と
ら
れ
そ
う 

内
山　

幸
夫

キバナコスモス

伊 﨑 田 相 撲 ツ リ フ ネ ソ ウ
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な
ん
ば
グ
ラ
ン
ド
花
月
で
Ｐ
Ｒ
！

　

10
月
10
日
か
ら
15
日
の
間
、
大
阪
市

な
ん
ば
グ
ラ
ン
ド
花
月
地
下
の
よ
し
も

と
47
ご
当
地
市
場
に
て
、「
本
物
。
大
鹿

児
島
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
の
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
Ｐ
Ｒ
用
ブ
ー
ス
に

て
、
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
の
紹
介
、
旅
行
商

品
の
案
内
な
ど
、
関
西
地
区
か
ら
志
布

志
市
へ
の
観
光
客
誘
致
の
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
お
い

て
は
、
屋
久
杉
を
使
用
し
た
芸
人
看
板
の

除
幕
式
や
、（
株
）
吉
本
興
業
所
属
の
芸

人
と
観
光
Ｐ
Ｒ
の
記
者
会
見
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
喜
劇
開
演
前
の
舞
台
に
て
、

本
田
市
長
、（
株
）
フ
ェ
リ
ー
さ
ん
ふ
ら

わ
あ
の
興
村
社
長
が
志
布
志
市
、
さ
ん
ふ

ら
わ
あ
の
Ｐ
Ｒ
の
中
で
は
、
会
場
か
ら
の

笑
い
を
誘
う
一
幕
も
あ
り
、
是
非
さ
ん
ふ

ら
わ
あ

に
乗
っ

て
志
布

志
市
へ

行
っ
て

み
た
い

と
の
声

も
い
た

だ
き
ま

し
た
。

  

中
央
要
望
を

　
　
　
行
い
ま
し
た
！

　

10
月
16
日
、
国
土
交
通
省

に
て
、
市
長
に
よ
る
中
央
要

望
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の

要
望
は
、「
国
際
バ
ル
ク
戦
略

港
湾
の
早
期
事
業
化
」、「
臨

港
道
路
へ
の
予
算
確
保
」、「
地

震
、
津
波
対
策
と
し
て
防
波

堤
予
算
の
確
保
」
の
３
つ
に

つ
い
て
行
い
ま
し
た
。
山
縣

港
湾
局
長
、
難
波
大
臣
官
房

技
術
参
事
官
、
松
原
計
画
課

長
、
高
田
産
業
港
湾
課
長
の

４
名
に
要
望
を
行
い
、
地
元

自
治
体
と
し
て
の
思
い
を
伝

え
ま
し
た
。
港
湾
を
核
と
し

た
産
業
発
展
の
為
、
今
後
も

各
方
面
へ
の
要
望
陳
情
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

第７回
志布志市
ふるさとまつり IN 有明

平成 24 年 12 月 2 日（日）小雨決行
会場：有明開田の里公園（志布志市役所東側）

【ゲスト】みどりこ
♪志布志市出身。東京

　で活動中のシンガー

　ソングライター

【総合司会】野口 たくお

　MBC テレビ「ズバッ

と！鹿児島」「どーん

と鹿児島」でおなじみ

の MBC パーソナリティ

◆主なイベント
　・仮面ライダーウィザードが　   
　　やってくる‼
　・健康広場　・環境広場
　・抽選会　・フリーマーケット
　・餅つきペッタンコ大会
　・屋台村　・舞台演芸
　・子ども広場　など

旬の味覚をはらいっぱい！
豚汁無料ふるまい！
先着７００名様限定！

■問い合わせ先：ふるさとまつり有明実行委員会　℡ 099-474-1111（内線 288）

ふるさとまつり会場直行
シャトルバス（無料）

志布志町（志布志駅前公共駐車場）
⇔ まつり会場前

【行き】① 8:30 ② 9:15 ③ 10:00 ④ 10:45
【帰り】① 13:55 ② 14:40 ③ 15:25 ④ 16:10

松山町（松山支所）⇔ まつり会場前
【行き】① 8:30  ② 9:25  ③ 10:20

【帰り】① 14:15 ② 15:10 ③ 16:05

なんばグランド花月前で行われたセレモニー

国土交通省の山縣港湾局長

「地産地消」「健康」
「環境」コーナーが充実 !!
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水道よくある質問集　No.6

質問１　浄水器の訪問販売が来たのですが、浄水器は必要ですか。
回答１ 　水道水は、法（水道法）に基づく水質の基準に適合しておりますので、安心しておいしく飲

めます。しかし、消毒のための塩素のにおいが気になる方もいらっしゃると思います。浄水器

を購入される場合は、その特性（塩素まで除去してしまうものなど）をよく知ることが必要です。

質問２　 水道課職員や水道課から依頼された会社が浄水器の訪問販売をすることがありますか。
回答２ 　水道課の関連で浄水器を訪問販売することは絶対にありません。具体的な事例（手口）とし

ては、錆
さ

びた蛇口などの販売・修理を装って水質への不安をあおり、結果的に高額な浄水器を

販売するようです。水道課では、蛇口などの販売・修理は行っていませんので、悪質な訪問販

売には十分注意してください。

質問３　 白い水が蛇口から出てくるのですが。
回答３ 　蛇口から白い水が出てくることがありますが、水道水を容器に入れたときに下の方から透明

になり、白いにごりがなくなる場合は、その原因は空気であり、水質に何ら問題はありません。

これは、水道水を勢いよく出すことなどで、水圧が急に変わり、水に溶け込んだ空気が気泡に

なるためです。この気泡は非常に小さいため、水が白くにごって見えることがあります。

質問４　 青い水が出てくるのですが。
回答４ 　水に光をあてると、赤い光が吸収され青い光が散乱されるため水が青く見えることがありま

す（海が青く見えるのも同じ現象です）。ご家庭でも、風呂などの大きな容器に水を溜めた場合

には、これと同じ理由で水が青く見えることがあります。青い水の原因として銅の混入（給湯

器の銅管から溶け出すなど）を心配されるかもしれませんが、水に溶けだした銅により、水そ

のものが青く見えるほどの銅が水に溶け出すことはありません。

質問５　赤い水やにごった水が蛇口から出てくるのですが。
回答５　給・配水管の内部の鉄が長い年月を経て錆び、水道水の使用状況（急な水圧・水量の変化など） 
 により錆

さび

がはがれて、赤い水やにごった水が出てくることがあります。蛇口から水をしばらく出 

 すことで（短時間に）透明な水に変化する場合は、宅内の給水管に原因があることが考えられま 

 すが、赤い水などが長時間継続する場合には、配水管に原因があることも考えられます。詳細に 

 ついては水道課までご連絡ください。

質問６　 赤い水を誤って飲んでしまっても大丈夫ですか。
回答６ 　鉄は人体への吸収率が低く大部分が体の外へ出されますので、少量の赤い水を誤って飲んで

しまっても、心配はありません。ただし、コップに水を汲んで、明らかに赤い（鉄の濃度が異

常に高いなど）ときは、おう吐や下痢の症状がでる場合がありますので飲まないでください。（回

答５も参考にしてください）



⑧
株
式
会
社 

内
山
組

　

第
８
回
は
、
志
布
志
町
志
布
志
に

あ
る
株
式
会
社 

内
山
組
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

社
員
数
が
23
名
、
大
型
の
ダ
ン
プ

な
ど
を
含
め
て
18
台
の
車
両
を
有
す

る
同
社
は
、社
員
全
員
で
交
通
安
全
・

安
全
運
転
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

同
社
で
の
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
交

通
安
全
啓
発
活
動
に
つ
い
て
話
し
て

く
れ
た
の
は
安
全
運
転
管
理
者
の
竹

崎
俊
則
総
務
次
長
。「
20
年
以
上
前

か
ら
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
ド
ラ
イ
ブ
カ
ー

ド
を
毎
年
社
員
に
申
請
し
て
も
ら

い
、
無
事
故
、
無
違
反
を
仕
事
、
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
と
も
に
10
年
継
続
し
た

場
合
は
、
会
社
か
ら
の
表
彰
と
賞
品

が
贈
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
11
年
目
か

ら
は
毎
年
表
彰
さ
れ
、
賞
品
も
高
価

に
な
り
ま
す
。
会
社
が
直
接
評
価
す

る
こ
と
で
安
全
運
転
に
対
す
る
意
識

の
向
上
を
促
し
て
い
ま
す
」

　

ま
た
、毎
年
7
月
に
「
安
全
大
会
」

を
実
施
。
同
社
と
関
連
会
社
等
の

１
０
０
名
以
上
が
合
同
で
行
い
、
警

察
署
の
交
通
課
長
に
よ
る
講
話
、
安

全
宣
言
や
労
働
災
害
に
関
す
る
表
彰

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
安

全
大
会
の
最
後
に
は
出
席
者
全
員
で

ご
み
拾
い
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
実
施
、
社
員
の
モ
ラ
ル
向
上
に
繋

げ
、
運
転
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
を
図
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
「
車
の
整
備
、
清
掃
も
社
員
一
人

一
人
の
心
掛
け
。
も
ち
ろ
ん
会
社
名

が
書
い
て
あ
る
の
で
、
運
転
す
る
時

は
会
社
の
顔
と
し
て
、
社
会
の
模
範

と
な
る
よ
う
安
全
運
転
を
」
竹
崎
同

管
理
者
の
真
摯
な
思
い
は
、
社
員
全

員
に
し
っ
か
り
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

交 通 事 故 状 況　平成 24 年９月末現在

区　分 発生件数 死  者 傷　者
県　下 6938【-452】 47【-4】 8404【-608】

志布志市 120【-23】 3【-1】 157【-24】

志布志地区 73 1 88

有明地区 44 2 66

松山地区 3 ０ 3
※【　】は昨年比　

安全運転管理者の皆さん。のぼりも社内に掲示しています。

交 通 事 故 防 止 は 貴 方 が 主 役 で す

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控

除
と
し
て
申
告
す
る
際
は
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」
等
の
添
付
を
お
忘
れ
な
く

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全

額
が
所
得
税
・
市
民
税
等
の
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
国
民
年

金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て

申
告
す
る
際
は
、
一
年
間
に
納
付
し
た

国
民
年
金
保
険
料
額
を
証
明
す
る
書
類

を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
等
か
ら

送
付
さ
れ
る
控
除
証
明
書
と
同
様
に
、

一
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料

の
額
を
証
明
す
る
「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
11
月
上
旬
に
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申

告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
（
又
は

領
収
証
書
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
10

月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま

で
の
間
に
今

年
は
じ
め
て

国
民
年
金
保

険
料
を
納
付

さ
れ
た
方
に

つ
い
て
は
、

翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

申
告
を
行
う
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
ご
本
人
の
社
会

保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
控
除
証
明
書
を
添
付
の
う
え
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
ご
案
内
を

民
間
委
託
し
て
い
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
の
方

に
対
し
て
、
電
話
・
文
書
・
個
別
訪
問

に
よ
る
納
付
の
ご
案
内
や
免
除
等
の
申

請
手
続
き
の

ご
案
内
を
民

間
事
業
者
へ

委
託
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
24
年
10
月
か
ら
の
委
託
事
業
者

は
「（
株
）
キ
ャ
リ
ア
リ
ン
ク
」
で
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
に
関
す
る
ご
案
内

や
問
合
せ
が
あ
っ
た
場
合
は
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
（
株
）
キ
ャ
リ
ア
リ
ン
ク

　

℡
０
１
２
０
‐
９
２
５
‐
９
９
７

●
市
民
環
境
課　

年
金
係

　

℡
０
９
９
‐
４
７
４
‐
１
１
１
１

●
鹿
屋
年
金
事
務
所

　

℡
０
９
９
４
‐
４
２
‐
５
１
２
１

年
金
情
報

■Pension information

市
役
所 

本
庁   

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
１
１
６
）

松
山
支
所  

４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
２
２
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
２
２
３
）

平
成
24
年
度
上
半
期
の
相
談
概
要

　

今
月
は
４
月
か
ら
９
月
ま
で
に
寄

せ
ら
れ
た
相
談
内
容
に
つ
い
て
報
告

し
ま
す
。

相
談
の
特
徴

●
内
容
は
借
金
問
題
、
訪
問
販
売
、

　

電
子
契
約
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の
順
と

　

な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
方
だ

　

け
で
な
く
、
幅
広
い
年
齢
の
方
か

　

ら
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

●
借
金
問
題

　
　

内
容
に
応
じ
、
相
談
員
が
法
律

　

専
門
家
へ
の
紹
介
、
債
務
整
理
方

　

法
の
説
明
を
行
い
ま
す
。

●
訪
問
販
売

　
　

必
要
の
な
い
時
は
、
き
っ
ぱ
り

　

断
り
ま
し
ょ
う
。
ク
ー
リ
ン
グ
・

　

オ
フ
を
利
用
し
、
契
約
解
除
す
る

　

方
法
も
あ
り
ま
す
。

●
電
子
契
約
（
携
帯
電
話
・
パ
ソ
コ

　

ン
）
で
の
請
求

　
　

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
は
「
無

　

視
」
し
て
く
だ
さ
い
。
絶
対
に
こ

　

ち
ら
か
ら
連
絡
し
な
い
よ
う
に
し

　

ま
し
ょ
う
。

相
談
対
応
以
外
の
活
動

◎
出
前
講
座
：
20
回

◎
消
費
生
活
無
料
弁
護
士
相
談
会
：
２
回

知 っ て る？　 消 費 生 活 Vol.21

　
10
月
５
日
、
各
地
区
ふ
る
さ
と
づ
く

り
委
員
会
、
サ
ポ
ー
ト
職
員
、
共
生
協

働
推
進
委
員
会
委
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
連
絡

協
議
会
委
員
に
参
加
を
呼
び
か
け
、
県

内
で
も
共
生
・
協
働
の
地
域
づ
く
り
の

先
進
地
で
あ
る
薩
摩
川
内
市
の
「
大
馬

越
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
」
の
現

地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

薩
摩
川
内
市
入
来
町
の
山
間
部
に
あ

る
大
馬
越
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

は
、
薩
摩
川
内
市
の
合
併
を
機
に
新
た

に
小
学
校
区
単
位
の
自
治
組
織
と
し
て

平
成
17
年
４
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

「
何
も
な
い
地
域
だ
か
ら
こ
そ
、
何
で

も
で
き
る
地
域
」
を
目
指
そ
う
と
、
地

区
住
民
が
一
帯
と
な
っ
て
地
域
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
か
ら
地
域
の
特
産
で
あ
る

シ
ソ
を
活
用
し
た
ジ
ュ
ー
ス
「
し
そ
っ
ぷ

物
語
」
の
開
発
・
販
売
を
行
い
、
自
主
財

源
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
ほ
か
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
活

動
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
参
加
し
た
方
か

ら
は
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
手
法
や
予

算
の
や
り
く
り
等
に
つ
い
て
活
発
な
質

疑
が
あ
り
、
委
員
の
皆
さ
ん
の
地
域
を
ど

う
に
か
し
た
い
と
い
う
想
い
が
強
く
感

じ
ら
れ
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
義
後
に
は
、
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
で
あ
る
入
来
麓
を
散
策
し
、
清

色
城
跡
な
ど
を
見
学
し
、
委
員
の
方
々

は
深
い
感
銘
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
委
員
の
方
々
は
「
地
域

の
資
源
を
有
効
活
用
し
、
自
主
財
源

の
確
保
の
取
り
組
み
の
手
法
や
新
た

な
取
り
組
み
の
発
掘
が
で
き
た
研
修

と
な
り
ま
し
た
。
今
回
研
修
し
た
こ

と
を
、
我
々
の
今
後
の
活
動
の
参
考

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
つ
く
る
共
生
・
協
働
・
自
立
の
ま
ち
づ
く
り

■
問
い
合
わ
せ
先
：
企
画
政
策
課
地
域
政
策
係　

℡
４
７
４-
１
１
１
１
（
内
線
２
５
２
・
２
５
７
）
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消 

費 

者 

ホ 

ッ 

ト 

ラ 

イ 

ン　

℡
：
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
３
７
０

■
問
い
合
わ
せ
先
：
●
本
庁
港
湾
商
工
課
商
工
振
興
係　

℡
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
８
９
）

　
　
　
　
　
　

●
松
山
支
所
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係　

℡
４
８
７
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
２
２
）

　
　
　
　
　
　

●
志
布
志
支
所
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係　

℡
４
７
２
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
５
４
）

熱心に講義に聞き入る皆さん

情緒豊かな城下町を散策

「
大
馬
越
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
」
の
現
地
研
修
を
行
い
ま
し
た

借金 訪問販売 電子契約 通信販売 振込め詐欺 その他 合　計

20 代 １ ３ ４

30 代 １ ４ １ １ ２ ９

40 代 １ １ ２ １ ５

50 代 ２ ２ １ ３ ８

60 代 ６ １ １ ７ 15

70 代 ２ ２ １ ３ ８

80 歳以上 １ １ ３ ５

不明 １ ２ ３

合計 10 ９ ７ ５ ２ 24 57

相談内容・年齢別　内訳（平成 24 年９月末）



郵便はがき

お手数ですが

50円切手を

お貼りください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、実名で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　　）　　－

夏紀 さん  (大崎町)   22 歳

勤務先 ： 有明保育園
趣味 ： カラオケ
理想の異性 ： 一緒にいて楽しいと思える人
休日の過ごし方 ：買い物
今のお仕事はどうですか？ ： 毎日笑いがあ
り、日々子ども達の成長が実感できるため、
とても楽しいです！
志布志市に何を望みますか？： 子どもにとっ
て良い環境で過ごしやすいまちづくり
先輩から一言 ( 前園主任 ) ： 職場では責任
感が強く与えられた職務をしっかりこなし
ています！

　　フミ　さん　（91 歳）　（松山町泰野）

　「60 年ほど前に始めた精米所を、今年遂に閉めることに

しました」と話し始めてくださったフミさん。32 年前にご

主人を亡くされてからも、お一人でしっかり営んでいらっしゃ

いました。

　末吉町（現曽於市）のご出身で結婚を機に現在お住まいの松

山町へいらっしゃったそうです。小さな頃から本を読むことが大

好きで文学少女だったフミさんは、著名な作家の本はほとんどお読

みになったそうで、今でも時間を忘れて読書に集中してしまうと笑顔

で話してくださいました。

　とにかく快活にお話をしてくださるフミさんに、元気の秘訣をお聞き

してみると「外に出ること」という答え。「外に出て座っていると誰かが

訪ねて来てくれる。近くを散歩すれば誰かに必ず会う。人に会って話し

をすることで、毎日元気でいられます」と元気の秘訣を教えてくれました。

　健診を受けても特に悪いところもなく、毎日元気に楽しく過ごしてい

らっしゃるフミさん。そのパワーあふれる話しぶりがとても印象的でした。

市
民
の
広
場
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　お便りをくださった方の
中から抽選で、ひまわり券
5 枚と「東風の香」東八重製
茶から「上煎茶 100 グラム」
を５人の方にプレゼントし
ます。

　大きな病気をされることもなく、
もうすぐ92歳。いつまでもお元気で‼

　ゴーバスターズとク
レヨンしんちゃんが大
好きで、笑顔がとって
も か わ い い り ゅ う く
ん。保育園に通うよう
に な っ た こ の 1 年 で
日々成長を感じます。
　 病 気 も ほ と ん ど し
なくなり、いつも元気
いっぱいです！

（母親より）

　 甘 え ん 坊 で 泣 き 虫 の あ ー ち ゃ

ん。１歳になって少しずつ度胸が

ついてきましたね。音楽に合わせ

て踊ったり、お散歩するのが大好

きです。

　これからもいっぱい遊んで、いっ

ぱい食べて、元気に成長してね！

（両親より）

文
あ や ね

音 ちゃん（１歳）

（志布志町志布志）
父　圭吾さん　母　麻美さん

美
み く

空 ちゃん（１歳）

（有明町野井倉）
父　晃さん　母　真理さん

龍
りゅうのすけ

之介 ちゃん（５歳）

（松山町尾野見）
　母　明日香さん

　とっても甘えん坊

の美空ちゃん。
　 毎 日、 元 気 で 笑 顔

の１日１日を過ごそ

うね。

　天気のいい日は公園

に行って遊ぼうね‼

（両親より）
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「東風の香」東八重製茶
〒 899-7401
　鹿児島県志布志市有明町伊﨑田 130
　TEL：099-474-0218　FAX：099-474-0245
　メール：ripple0301@btvm.ne.jp

読者プレゼント



★アンケート★【11 月号で特に良かった記事・分かりにくかった記事があれば教えてください！】
　・良かった！：

　・分かりにくい…：

思
い
出
を
運
ぶ
市
報

　

市
報
し
ぶ
し
を
毎
月
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
自
治
会
長
の
小
学
生
の
娘
さ

ん
が
持
っ
て
き
て
く
れ
る
の
で
す
が
、

我
が
子
の
小
さ
い
と
き
に
似
て
い
て
、

と
っ
て
も
可
愛
い
の
で
す
。
主
人
と
２

人
で
40
年
前
の
若
か
り
し
頃
を
思
い
出

し
、
あ
の
頃
は
良
か
っ
た
ね
」
な
ん
て

し
ば
し
話
が
弾
み
ま
す
。

（
ど
っ
こ
い
し
ょ
ー
子　

64
歳 

女
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

自
治
会
で
お
配
り
い
た
だ
く
市
報
。
地

域
の
懸
け
橋
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
、

嬉
し
い
で
す
。次
は「
あ
の
頃
も・

良
か
っ

た
け
ど
、
今
は
も
っ
と
…
」
と
い
う
話

に
花
を
咲
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

分
か・

れ
ば
資
源
！

　

志
布
志
に
引
っ
越
し
て
き
た
当
初
は

「
割
り
箸
や
楊
枝
ま
で
分
け
る
の
？
」

と
分
別
の
厳
し
さ
に
び
っ
く
り
し
ま
し

た
が
、『
混
ぜ
れ
ば
ご
み
！
分
け
れ
ば

資
源
！
」
と
子
ど
も
に
言
い
聞
か
せ
、

今
で
は
６
歳
の
長
男
が
「
お
父
さ
ん
、

そ
れ
は
プ
ラ
（
ご
み
）
だ
よ
！
」
と
指

摘
す
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
３
歳
の

次
男
も
紙
を
捨
て
る
時
に
「
わ
か・

れ
ば

し
げ
ん
～
」
と
言
っ
て
い
た
の
で
、「
分

け・

れ
ば
、
だ
よ
（
笑
）」
と
訂
正
し
た

の
で
す
が
、
そ
の
一
言
か
ら
『
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
る
と
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た

ら
、
全
部
ご
み
と
し
て
捨
て
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
な
ぁ
…
』
と
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。
こ
の
志
布
志
で
子
ど
も
と

一
緒
に
資
源
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
べ

た
こ
と
に
感
謝
で
す
。

（
分
別
マ
マ　

36
歳 

女
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

分
別
し
て
ご
み
を
捨
て
る
こ
と
が
当
た

り
前
の
子
ど
も
た
ち
が
、
今
よ
り
も
さ

ら
に
、
環
境
に
配
慮
し
た
未
来
を
作
っ

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

※ 

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
掲
載
に
か
か
わ

ら
ず
頂
い
た
お
便
り
か
ら
抽
選
で
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
多
く

の
お
便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

そ
の
際
、
一
言
で
結
構
で
す
の
で
ご

意
見
等
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

市
民
の
広
場

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます。）

お便り
お待ちしています
　市報しぶしを読んだ感想や今後取
り上げて欲しい特集、志布志市に対
するご意見等何でもお好きなことを
書いてください。（一部修正して掲載
する場合もあります）
　月末までに頂いたお便りが、その月
のプレゼントの応募対象になります。
それ以降の分は次月の応募対象となり
ますので、ご了承ください。

…………………………………………
いただいた「お便り」は「市民
のこえ」コーナーに掲載いたし
ます。（お便りが多数の場合には
担当にて選考のうえ掲載します）
個別の回答はいたしませんので、
ご了承ください。

 市の人口　９月 30 日現在
人　口 33,765 人  （▲ 44）
男　性 15,928 人  （▲ 21）
女　性 17,837 人  （▲ 23）
転　入 68 人 　転　出 　98 人
出　生 23 人 　死　亡 　37 人
世帯数 15,899 戸  （▲６）

志布志港　平成 24 年 9 月分

　①入港隻数　52 隻（日本 0、外国 52）
　②輸出 10 億 75 百万円
　③輸入 89 億 52 百万円

資料　鹿児島税関支署
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11 月は「児童虐待防止推進月間」です！
【子どもを虐待から守るための五カ条】

１「おかしい」と感じたら迷わず連絡（通告）
（通告は義務＝権利）

２「しつけのつもり…」は言い訳（子どもの立場で判断）
３   ひとりで抱え込まない（あなたにできることから即実行）
４   親の立場より子どもの立場（子どもの命が最優先）
５   虐待はあなたの周りでも起こりうる

（特別なことではない）

　ひとりで、また一
つの機関では子ども
を虐待から守ること
はできません。「あな
た」もネットワーク
の一員です。子ども
を虐待から守るため
に協力してください。

【連絡先】　志布志市役所福祉課児童福祉係　℡ 099-474-1111（175）
　　　　　松山支所市民課福祉係　　　　　℡ 099-487-2111（271）
　　　　　志布志支所福祉課福祉係　　　　℡ 099-472-1111（201）
　　　　　志布志市子育て支援センター　　℡ 099-472-8993

 

交
差
点
事
故
が

 
 
 

多
発
し
て
い
ま
す
！

　

平
成
24
年
中
の
志
布
志
市
内
の
交

通
死
亡
事
故
は
４
件
発
生
し
て
お
り
、

う
ち
３
件
は
交
差
点
で
の
事
故
で
す
。

交
差
点
で
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

交
差
点
の
交
通
事
故
に

　
　
　
　

 　

遭
わ
な
い
コ
ツ
！

◆
運
転
す
る
と
き
は
…

○
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
心
が
け

　
ま
し
ょ
う
。

○
左
右
の
安
全
を
し
っ
か
り
確
認

　
し
て
か
ら
交
差
点
に
進
入
し
ま

　
し
ょ
う
。

○
「
止
ま
る
だ
ろ
う
」
の
見
込
み

　
運
転
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

◆
道
路
を
歩
く
と
き
は
…

○
左
右
の
安
全
を
し
っ
か
り
確
認

　
し
て
か
ら
交

　
差
点
を
渡
り
ま

　
し
ょ
う
。

○
夜
間
の
外
出

　
は
、
夜
光
反
射

　
材
を
着
け
ま

　
し
ょ
う
。

○
斜
め
横
断
な
ど
無
理
な
横
断
は

　
や
め
ま
し
ょ
う
。

こ
ち
ら
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

版
で
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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■問い合わせ先　税務課滞納整理係　℡ 474-1111（内線 152,153）　　ストップ滞納

平成24年度 滞納処分等実施状況について
■ 問い合わせ先　税務課滞納整理係　℡ 474-1111（内線 152,153）　　

 ■差押を実施した人数　87 人 （平成 24 年４月～
　　　　　　　　　　　 　　　　　　平成 24 年 10 月末現在）

・給　与　12 人   ・預貯金　35 人   ・不動産　34 人
・動　産　  2 人    ・債　権　4 人

　生活状況により一度に納税することが困難な方や失業・病気等により収入が無い
方につきましては、本庁・各支所の税務窓口にて随時納税相談を実施しております。

差押の内容

　特別な理由も無く滞納を続けられますと、他の納税者との公平を保ち、大切な市税を確保するため、財産（給
与、預金、不動産など）を差し押さえることになります。（法律では、「督促状を発した日から起算して 10 日
を経過した日までに完納しないとき」は、「財産を差し押さえなければならない」と定められています。）

　　今月の納税　　　　　　　　　　　納付期限　11 月 30 日（金）　口座振替日　11 月 26 日（月）
　　　口座振替をされる方は、口座振替日の前日までに残高確認をお願いします。
　　　国民健康保険税（７期）　介護保険料（７期）　後期高齢者医療保険料（７期）　固定資産税（４期）

※【納税証明等の交付について】金融機関等で納付してから市役所で納付確認ができるまで、約１週間程度かかる場合があります。
　つきましては、納付後、早急に納税証明等が必要な場合は領収書等をご持参のうえ交付請求してくださいますようお願いします。

志布志市長賞　
標語の部 加 治 屋 優 田之浦中 ２年
書道の部 柳 生 莉 佳 志布志小 ６年
硬筆の部 吉 松  初 香月小 ２年

志布志市議会議長賞
標語の部 中西　春乃 松山中 ３年
書道の部 上田平 綾花 安楽小 ６年
硬筆の部 加治屋 怜果 安楽小 １年

大隅税務署長賞
標語の部 園 田  茜 志布志中 ３年
書道の部 鶴 田 未 来 安楽小 ６年
硬筆の部 抜迫 愛未琉 山重小 ２年

大隅地域振興局長賞
標語の部 木 元  瑛 志布志中 ３年
書道の部 図師 ちなつ 志布志小 ５年
硬筆の部 源 島 佳 生 香月小 １年

志布志市副市長賞
標語の部 大 原  怜 松山中 １年
書道の部 平 原 滉 大 野神小 ５年
硬筆の部 上 野 侑 楠 蓬原小 １年

志布志市教育長賞
標語の部 新 穗  陵 松山中 ３年
書道の部 溝 口  漱 香月小 ４年
硬筆の部 藤 元 愛 夕 泰野小 ２年

志布志市税務課長賞

標語の部
川 畑  響 志布志中 ３年
横  山  　桜 志布志中 １年

書道の部
吉 田　 愛 通山小 ４年
鬼塚　樹希 香月小 ３年

硬筆の部
川野　華歩 山重小 ２年
西原　碧彩 香月小 １年

　平成 24 年度「税を考える週間」（11 月 11 日～ 11 月 17 日）に合わせて、硬筆・書道・
標語の作品を募集したところ、硬筆 418 点、書道 839 点、標語 470 点の計 1,727 点の
作品の応募をいただきました。審査を行った結果、下記のとおり入賞者が決定いたし
ましたのでご紹介します。

志布志市長賞の作品

入選作品

硬
　
筆
　
の
　
部

大 峰 将 弥 香月小 ２年
竹 之 下 雅 通山小 ２年
岩 根 ゆ ら 安楽小 ２年
仲 武 向 日 葵 安楽小 ２年
松 山 美 海 松山小 ２年
福 留 楓 香 香月小 １年
竹 田 麗 央 安楽小 １年
村 脇 心 伊﨑田小 １年

書
　
道
　
の
　
部

図 師 さ く ら 志布志小 ６年
坂 元 美 穂 尾野見小 ６年
高 野 満 里 奈 松山小 ６年
中 嶋 彩 織 香月小 ６年
八 重 幸 成 有明小 ６年
山 下 日 奈 湖 泰野小 ５年
山 本 眞 子 蓬原小 ５年
田 中 肖 恵 通山小 ５年

標 

語 

の 

部

小 野 玲 奈 松山中 ３年
原 田 英 秋 志布志中 ３年
芋 岡 佑 紀 奈 志布志中 ２年
古 渡 克 季 松山中 ２年
土 橋 純 孝 一般

税
金
は

　

社
会
が
動
く原動

力

田
之
浦
中
学
校 

２
年 

加
治
屋 

優

※今回の入賞作品は下記の日程で展示を行い
　ます。
●市役所本庁　　　　　				11月５日（月）～８日（木）
●市役所松山支所　　　				11月12日（月）～15日（木）
●市役所志布志支所　　				11月19日（月）～22日（木）
●サンポートしぶしアピア　11月23日（金）～12月２日（日）

『税を
考える週間』

平成 24 年度 陸上自衛隊高等工科学校生徒募集案内
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募集種目 資格 受付期間 試験期日

陸上自衛隊
高等工科学校生徒

推薦 中卒（見込含）17 歳
未満の男子

平成 24 年 11 月 1 日～
12 月 7 日

平成 25 年 1 月 12 日～ 14 日
の指定する１日

一般 中卒（見込含）17 歳
未満の男子

平成 24 年 11 月 1 日～
25 年 1 月 7 日

１次 平成 25 年１月 19 日
２次 平 成 25 年 ２ 月 ２ 日
　　   ～ 5 日の指定する 1 日

◆手　当：生徒手当　月額　94,900 円（平成 23 年 4 月 1 日現在）、期末手当　年 2 回（6 月・12 月）
　　　　　※生徒手当については、法律の改正により改訂される場合があります。 
◆衣食住：駐屯地で生活し、宿舎は無料で、食事・制服類・寝具については、支給又は貸与 
◆休日・休暇：週休 2 日制、祝日、年末年始休暇等
◆高校教育：提携する通信制高等学校に編入学し、生徒課程修了時に高等
　　　　　　学校の卒業資格を取得することができます。
◆医療施設：自衛隊病院、 駐屯地医務室

■問い合わせ先
　・自衛隊鹿児島地方協力本部大隅地域事務所　℡：099-482-1405
　・募集コールセンター（受付時間 12：00 ～ 20：00）℡：0120-063792
　・自衛官募集ホームページ：http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/

「平成 24 年度志布志市公売会」の結果について
　平成 24 年 10 月３日、志布志市役所本庁東側の志布志市農村環
境改善センターホールで原付バイクの公売会を実施しました。会
場は多くの人が訪れ、売却した収益は滞納市税に充てられました。
　多数のご参加、ご来場いただき、誠にありがとうございました。

◆入札期日：平成 24 年 10 月３日（水）

◆入札場所：志布志市農村環境改善センターホール

◆来場者数： 30 人　　　　◆入札参加者数： 26 人

売却区
分番号 メーカー 名称 見積価額 売却価額

２ ホンダ ジョルノ 5,000 円 31,110 円

３ スズキ レッツⅡ 5,000 円 26,360 円

　納税者が国税・地方税等を滞納した場合に、国または地方公共団体が滞納者の財産を差押え入札や競り売

りの方法により差押財産を売却し、その売却代金から滞納税の回収を図る方法です。また、「競売」という

方法もありますが、競売は債権回収のために債権者が裁判所に申立てを行い、裁判所が売却する方法です。

　志布志市としては、市税の確保と納税の公平性を維持するため、滞納処分を強化し、滞納解消に全力を挙

げて取り組んでいきます。

公売とは？
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福祉課からのおしらせです

農政課からのおしらせです

財務課からのおしらせです

■問い合わせ先
　・本庁農政課畑かん推進係　℡ 474-1111（内線 431）　・志布志支所産業振興室　   ℡ 472-1111（内線 411）
　・松山支所産業振興室　　　℡ 487-2111（内線 232）　・県畑かんセンター　　　   ℡ 482-2547

　曽於東部土地改良区では、本年８月１日より畑かん散水器具を有料で貸し出しております。貸し出すことので
きる散水器具は、ロールカー、レインガン、移動式スプリンクラー、噴射ホースとそれらに伴う付属品一式です。
　貸出料につきましては、それぞれの機材や数、付属品等によって異なりますので東部土地改良区へお問い合わせ
ください。
　また、貸し出しの際は散水器具借入申請書を提出していただくとともに、使用場所の畑かん水給水開始申請をし
ていただく必要があります。
　利用されたい方は、市役所松山支所にあります東部土地改良区（099-487-2986）にお問い合わせください。

畑かん散水器具を有料で貸し出します

『
ロ
ー
ル
カ
ー
』

『
レ
イ
ン
ガ
ン
』

　すべての事業主は、法定雇用率以

上の割合で障害者を雇用する義務が

あります（障害者雇用率制度）。こ

の法定雇用率が、平成 25 年４月１

日から右表のように変わります。

平成 25 年４月１日から障害者の法定雇用率が引き上げになります

事 業 主 区 分
法 定 雇 用 率

現　行 平成 25 年４月１日以降

民間企業 １．８％　　⇒ ２．０％

国、地方公共団体等 ２．１％　　⇒ ２．３％

都道府県等の教育委員会 ２．０％　　⇒ ２．２％

障害者相談員のご紹介

■問い合わせ先 : ハローワーク大隅　℡ 099-482-1265

　志布志市内では、本市から

委嘱された８名の障害者相談

員の方々が、日頃、障害者や

その家族の方々に対して、障

害福祉サービスや地域生活な

どの各種相談に応じています。

相談は無料です。

身 体 障 害 者 相 談 員 　
平成 24 年４月１日～平成 26 年３月 31 日

知 的 障 害 者 相 談 員 　
平成 24 年４月１日～平成 26 年３月 31 日

氏　名 電　話 備　考 氏　名 電　話 備　考

上ノ園 己治 487-2860 松山町 小園 義行 472-3541 志布志町

猪八重 孝志 487-9532 松山町 大堀 チエ 475-0725 有明町

山裾 光次 473-0646 志布志町

池田 春男 472-1267 志布志町

溝口 親則 475-1271 有明町

岡留 秋信 474-2325 有明町

アンケート調査のお願い ◆地域福祉計画策定に向けて、アンケートを実施します。11 月中旬以降に、調

　査票がお手元に届いた方は、ご協力よろしくお願いします。

■問い合わせ先：本庁 福祉課 社会福祉係
℡ 099-474-1111（内線 172・173・160）

　志布志市では、利用予定のない市有財産（土地）
について、売却を行います。
※必ず現地をご確認ください。 
※ 売却する土地は全て現状のまま引き渡します。後で造成

等の工事は行いません。
◆入札参加資格
　 地方自治法施行令第 167 条の４の規定に抵触せず、市税

等の滞納がない個人または法人
◆入札に参加する場合の必要書類
　・入札参加申込書
　・ 身分証明書（法人の場合は法人登記簿謄本）
　・納税証明書 
　・買受適格証明書（下記のいずれの物件でも必要です。）
　※買受適格証明書については、志布志市農業委員会（TEL 
　　099-487-2111）へお問い合わせください。（毎月 10 日
　　までに市農業委員会へ申請が必要です。）

◆申込受付期間　平成 24 年 12 月３日（月）～
　　　　　　　　平成 25 年 1 月 8 日（火）
　午前 8 時 30 分～午後 5 時まで（土・日・祝祭日及び　
　12/29 ～ 1/3 は除く）
　※郵送での申し込みは受付しません。
◆提出先　志布志市役所財務課、各支所地域振興課

◆入札日　平成 25 年１月 11 日（金）午前９時から
　　　　　   志布志市役所本庁別館２階 会議室
◆入札に必要な書類　
　・入札書（市の指定した様式）
　・委任状（本人以外の方が代理で入札に参加される場合）
　・ 印鑑及び筆記用具　
　・所有者となる方の住所及び氏名が確認できるもの
　　（運転免許証など）

市有財産（土地）の売却を行います

◆売却予定地
物 件
番 号 所　在　地 地目 面　積 最低売却価格 接面道路状況及び概要

６ 松山町尾野見 1273-103 畑 1,582㎡ 767,000 円 ・南側が幅員約 5.0 ｍの舗装路に接する。

７ 松山町尾野見 1319-34 畑 787㎡ 362,000 円 ・南東側が幅員約 3.0 ｍの舗装路に接する。

８ 有明町野神 2758- １
 他１筆 畑 7,361㎡ 5,510,000 円 ・北側が幅員約 5.0 ｍの舗装市道に接する。

・東側が幅員約 1.0 ｍの水路に接する。

９ 有明町野神 3056 番地 5 畑 5,823㎡ 3,917,000 円 ・北側が幅員約 4.0 ｍの舗装路と
    西側が幅員約 3.0 ｍの未舗装路に接する。

志布志市松山町尾野見 物件番号６

志布志市有明町野神

志布志市有明町野神
◆周辺地図

物件番号７

※いずれの物件も、取得には農地法第３条による許可が必
　要です。
※お茶の防霜用として畑かん給水栓を使用することはでき
　ませんので、ご留意ください。
※物件によっては、土地改良区への負担金納入が必要とな
　ります。
※詳細は、財務課管財係までお問い合わせください。

■問い合わせ：本庁 財務課 管財係 ℡ 099-474-1111（243）
松山支所 地域振興課℡ 099-487-2111（323）

志布志支所 地域振興課℡ 099-472-1111（354）

尾野見 1273-103

尾野見 1319-34

物件番号８

物件番号８

野神 2758-1

野神 2759-1

物件番号９

物件番号９

野神 3056 番地 5

野神 3056 番地 5
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放
送
大
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４
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
25
年
度
第

１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募

集
し
ま
す
。
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な

ど
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。
心
理
学
、
福
祉
、
経
済
、
歴

史
、
文
学
、
自
然
科
学
な
ど
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

◆
出
願
期
間
：
平
成
25
年
2
月
28
日
ま
で

　

資
料
は
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：
放
送
大
学
鹿
児

　

島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

℡
：
０
９
９
‐
２
３
９
‐
３
８
１
１

社
会
福
祉
協
議
会
一
般
事
務
職

員
を
募
集
し
ま
す

◆
募
集
人
員
：
１
名

◆
募
集
資
格
：
高
卒
以
上
29
歳
未
満

　

の
方（
平
成
24
年
10
月
1
日
現
在
）

　

社
会
福
祉
主
事
有
資
格
者

◆
受
付
期
間
：
10
月
1
日
～
11
月
26
日

◆
試
験
期
日
：
12
月
10
日
（
土
）

◆
そ
の
他
：
試
験
受
験
申
込
書
を
社

　

協
本
所
各
支
所
で
取
り
寄
せ
る
か
、

　

社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
り

　

寄
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
：
０
９
９
‐
４
７
２
‐
１
８
０
０

   

HP
：http://www.shibushi-syakyo.jp

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
が

時
間
額
６
５
４
円
に
！

　

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
が
平
成
24
年

10
月
13
日
か
ら
時
間
額
６
５
４
円
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

※
鹿
児
島
県
最
低
賃
金
は
県
下
す
べ

　

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
別
に
定
め
る
特
定
（
産

　

業
別
）
最
低
賃
金
の
産
業
に
該
当

　

す
る
場
合
は
、
当
該
最
低
賃
金
も

　

適
用
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：
鹿
児
島
労
働
局

　

℡
：
０
９
９
‐
２
２
３
‐
８
２
７
８

　

鹿
屋
労
働
基
準
監
督
署

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
３
‐
３
３
８
５

　

http://kagoshim
a-roudoukyoku.

　

jsite.m
hlw

.go.jp/

世
界
の
ク
リ
ス
マ
ス
を
知
ろ
う
！

　

ア
ジ
ア
太

平
洋
農
村
研

修
村
で
世
界

の
ク
リ
ス
マ

ス
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

◆
日
時
：
平
成
24
年
12
月
９
日
（
日
）

　
　
　

  

10
時
か
ら
16
時

◆
場
所
：
カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
・

　

鹿
屋
市
民
族
館

◆
内
容
：
①
ク
リ
ス
マ
ス 

ド 

ブ
ラ

　

ジ
ル
（
要
予
約
）

ブ
ラ
ジ
ル
の
お
菓
子
を
食
べ
て
、

キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
り
ま
す
。

● 

各
回
定
員
50
名　

参
加
費
５
０
０
円

②
民
俗
館
で
ク
リ
ス
マ
ス
の
手
作
り
体
験

　

ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
：
５
０
０
円

　
ネ
ア
リ
カ
（
メ
キ
シ
コ
ア
ー
ト
）：
５
０
０
円

③
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
（
プ
レ
ゼ
ン
ト
付

　

き
、
先
着
２
０
０
名
様
）

■
問
い
合
わ
せ
先
：
カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

　
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
農
村
研
修
セ
ン
タ
ー
）

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
５
‐
３
２
８
８

　

e-mail

：kapic111@po3.synapse.ne.jp

労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
で
す

　

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進
月

間
」
で
す
。
事
業
者
の
皆
さ
ん
、
労

働
保
険
（
労
災
・
雇
用
）
の
加
入
手

続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　

ま
だ
労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
を

と
ら
れ
て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、

今
す
ぐ
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
・
公
共
職
業
安
定
所
で
加
入
手
続

き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
労
働
保

険
事
務
組
合
へ
の

委
託
制
度
も
あ
り

ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

鹿
屋
労
働
基
準
監
督
署

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
３
‐
３
３
８
５

　

大
隅
公
共
職
業
安
定
所

　

℡
：
０
９
９
‐
４
８
２
‐
１
２
６
５

「
人
権
週
間
」
の
お
知
ら
せ

　　

12
月
４
日
か
ら
10
日
は
、
人
権
週

間
で
す
。
私
た
ち
の
社
会
に
は
、
同

和
問
題
、
虐
待
や
い
じ
め
な
ど
の
人

権
問
題
が
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
権
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
国
民
一
人
一
人
が

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
偏
見
や

差
別
の
な
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て
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努
力
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
こ
の
人
権
週
間
を
契
機
に
、
皆

さ
ん
も
身
近
な
人
権
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

鹿
児
島
県
人
権
同
和
対
策
課

　

℡
：
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
５
７
４

南
九
州
大
学
に
よ
る
市
民
講
座

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

南
九
州
大
学
に
よ
る
市
民
講
座

『
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
セ
ミ
ナ
ー
』
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
会
場
：
南
九
州
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス

　

内
講
義
棟
（
都
城
市
立
野
町
）

◆
対
象
者
：
都
城
市
、
三
股
町
、
曽

　

於
市
及
び
志
布
志
市
在
住
の
方

◆
定
員
：
30
名（
応
募
多
数
の
場
合
、抽
選
）

◆
開
催
日
：
12
月
1
日
（
土
）

◆
①
内
容
・
講
師
：「
秋
か
ら
冬
に

　
　

楽
し
む
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
」

　
　

南
九
州
大
学 

環
境
園
芸
学
部

　

長
江 

嗣
朗　

准
教
授

　

●
時
間
：
10
時
か
ら
12
時

◆
②
内
容
・
講
師
：「
水
琴
窟
を
作
ろ
う
」

　
　

南
九
州
大
学 

環
境
園
芸
学
部

　

徳
原 

隆　

准
教
授

　

●
時
間
：
13
時
か
ら
15
時

◆
費
用
：
１
０
０
０
円

　

※
各
自
昼
食
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

　

※
実
習
用
具
等
は
大
学
側
で
準
備

　
　

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
御
参

　
　

加
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
は
、ハ
ガ
キ
に
て
住
所
、

　

氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

　

11
月
22
日
（
木
）
必
着
で
、
ご
送

　

付
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
：

　

〒
８
８
５
‐
８
５
５
５

　

都
城
市
役
所 

経
営
戦
略
課
内 

都
城
・

　

三
股
広
域
行
政
推
進
協
議
会
事
務
局

　

℡
：
０
９
８
６
‐
２
３
‐
２
１
１
５

魚
屋
さ
ん
の
料
理
教
室
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
？

　

コ
ツ
さ
え
掴
め
ば
簡
単
！
魚
屋
さ

ん
が
教
え
て
く
れ
る
地
元
旬
魚
の
さ

ば
き
方
や
魚
料
理
の
コ
ツ
を
楽
し
く

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

◆
開
催
予
定
日
時
：
平
成
24
年
12
月

　

9
日
（
日
）　

10
時
～
13
時
の
3

　

時
間
程
度

◆
対
象
者
：
市
内
在
住
の
方

◆
定
員
：
15
名（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◆
参
加
費
用
：
５
０
０
円（
材
料
代
等
）

◆
場
所
：
志
布
志
地
区
公
民
館

◆
申
込
期
限
：
11
月
26
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

耕
地
林
務
水
産
課　

林
務
水
産
係

　

℡
：
０
９
９
‐
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
４
２
２
）

「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
」

　
　
　

お
手
紙
を
募
集
し
ま
す

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
‐
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で

は
、
日
本
人
の
『
こ
こ
ろ
』
に
迫
る

「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
（
秋
編
）」

を
放
送
し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
１

月
放
送
予
定
の
鹿
児
島
編
に
つ
い

て
、
現
在
お
手
紙
を
募
集
し
ま
す
。

　

心
に
残
る
忘
れ
ら
れ
な
い
風
景
や

景
色
を
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
添
え
て
ご

紹
介
く
だ
さ
い
。
寄
せ
ら
れ
た
お
便

り
を
元
に
、
旅
人
「
火
野
正
平
」
が

心
の
風
景
を
訪
ね
ま
す
。

◆
放
送
日
時
：

　
（
月
～
金
）
７
：
45
～
８
：
00

　
（
土
・
日
）
11
：
00
～
11
：
59

◆
応
募
方
法
：

　

〒
１
５
０
‐
８
０
０
１

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」
係
ま
た
は

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
応
募
可

◆
お
手
紙
募
集
締
め
切
り
：

　

12
月
21
日
（
金
）
必
着

　

応
募
内
容
な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
５
７
０
‐
０
６
６
‐
０
６
６

　

ま
た
は
℡
０
５
０
‐
３
７
８
６
‐
５
０
０
０

弁
護
士
に
よ
る
交
通
事
故
相
談

　　

交
通
事
故
で
お
悩
み
の
方
を
対
象

に
弁
護
士
に
よ
る
相
談
を
実
施
し
ま

す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
日
：
平
成
24
年
11
月
29
日（
木
）

お
知
ら
せ

広
告

募　
　

集
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編
集
後
記

　

今
月
の
「
市
報
し
ぶ
し
」
で
は
、
特
用
林
産
物
（
枝
物
）

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
特
集
を
組
み
ま
し
た
。
▼
取
材
の
と

き
、
実
際
に
シ
キ
ミ
、
サ
カ
キ
、
ヒ
サ
カ
キ
が
育
つ
山
や
畑

に
行
き
、
ま
た
商
品
と
し
て
出
荷
さ
れ
る
品
物
を
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
▼
ま
さ
に
「
神
々
し
い
」
と
い
う
表
現
が

ぴ
っ
た
り
で
、
正
直
そ
の
美
し
さ
に
驚
く
と
同
時
に
生
産
者

の
方
の
自
信
と
誇
り
、
熱
い
思
い
を
感
じ
ま
し
た
。
▼
そ
の

熱
い
思
い
を
市
報
を
読
ん
で
く
だ
さ
る
人
に
も
感
じ
て
ほ
し

い
と
思
い
、
制
作
に
当
た
り
ま
し
た
が
、
何
せ
未
熟
な
表
現

に
未
熟
な
編
集
、
一
体
ど
れ
だ
け
伝
わ
る
の
だ
ろ
う
と
不
安

で
一
杯
で
す
。
▼
た
だ
今
回
の
特
集
は
、
担
当
課
に
同
行
し

て
の
取
材
や
、
生
産
者
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
の
撮
影

な
ど
、
多
く
の
新
し
い
発
見
や
、
学
び
が
あ
り
ま
し
た
。
▼

今
回
の
経
験
を
生
か
し
て
、
今
後
は
志
布
志
の
枝
物
の
よ
う

に
質
の
高
い
市
報
を
お
届
け
出
来
る
よ
う
努
力
を
積
み
重
ね

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
國
重
）

■松山地区　
1 1 月 　 　 　 加世田建設 　℡ 487-2057
1 2 月 　 　 　 佐藤建設 　℡ 487-2049
■志布志地区 
11 月 13 日～ 11 月 19 日 山本組 ℡ 472-1101
11 月20 日～11 月26 日 宮崎水道 ℡ 472-1081
11 月27 日～12 月３日 高吉組 ℡ 472-0721
12 月４日～12 月10 日 崎田建設 ℡ 473-0050
12 月11 日～12 月17 日 志布志水道 ℡ 472-3540
12 月 18 日～ 12 月 24 日 山本組 ℡ 472-1101
■有明地区
11 月 11 日～ 11 月 17 日 有徳設備 ℡ 475-1596
11 月 18 日～ 11 月 24 日 池崎建設 ℡ 475-2068
11 月 25 日～ 12 月１日 郡山工業 ℡ 475-0008
12 月２日～ 12 月８日 西江建設 ℡ 474-2113
12 月９日～ 12 月 15 日 山中水道 ℡ 474-1440
12 月 16 日～ 12 月 22 日 有徳設備 ℡ 475-1596
■ 基本料金だけの水道利用者の皆様へ
　水道料金は、中止の手続き（中止届の提出）をされない
と基本料金が発生します。水道使用の予定がない場合は、
中止の手続きをお勧めします。なお、中止されていた水道
を再度利用される場合は、1,000 円で開始できます。

水道修繕当番店

◆
時
間
：
午
後
1
時
～
午
後
3
時

◆
場
所
：
鹿
児
島
県
交
通
事
故
相
談
所

　

鹿
屋
支
所
（
大
隅
地
域
振
興
局
１
Ｆ
）

※
相
談
は
無
料
で
す
。
な
お
交
通
事

　

故
相
談
員
に
よ
る
相
談
は
、
常
時

　

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利

　

用
く
だ
さ
い
。（
県
の
休
日
を
除

　

く
月
～
木
、
9
時
～
15
時
30
分
）

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

鹿
児
島
県
交
通
事
故
相
談
所
鹿
屋
支
所

　

℡
：
０
９
９
４
‐
５
２
‐
２
０
８
９

第
７
回
志
布
志
市
社
会
福
祉
大

会
を
開
催
し
ま
す

◆
日
時
：
11
月
23
日
（
金
・
祝
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

◆
会
場
：
志
布
志
市
文
化
会
館

◆
内
容
：
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　

表
彰
式
：
・
社
協
会
長
表
彰

　

・
福
祉
作
文
、
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

　

・
福
祉
作
文
優
秀
作
品
朗
読

　

講
演
：
陽
み
な
み 

信の
ぶ
た
か孝  

氏

　
（「
奇
跡
体
験
！
ア
ン
ビ
リ
ー
バ 

　

ボ
ー
」
で
紹
介
さ
れ
話
題
！
）

　

演
題
：『
～
支
え
あ
っ
て
生
き
る
・

　

認
め
合
っ
て
生
き
る
～
八
重
子
の

　

ハ
ミ
ン
グ
』

※
入
場
無
料
で
す
。
ど
な
た
で
も
参

　

加
・
聴
講
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
０
９
９
‐
４
７
２
‐
１
８
０
０

志
布
志
市
青
年
団「
青
年
サ
ン
タ
」

　

大
切
な
家
族
や

友
人
、
恋
人
に

特
別
な
ク
リ
ス

マ
ス
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
が
お
届

け
し
ま
す
。

◆
期
日
：
平
成
24
年
12
月
24
日
（
月
）

◆
訪
問
時
間
：
19
時
か
ら
21
時

◆
対
象
：
ど
な
た
で
も
（
志
布
志
市

　

内
在
住
の
方
に
限
る
）
※
限
定
15
組

◆
応
募
期
間
：
11
月
19
日
（
月
）
～

　

12
月
14
日
（
金
）

◆
申
込
方
法
：
生
涯
学
習
課
及
び
各

教
育
分
室
に
置
い
て
あ
る
専
用
の
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他
：
参
加
費
は
無
料
で
す
が
、

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
は
各
自
で
準
備
を
お

　

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：
教
育
委
員
会　

　

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
係
及
び

　

各
教
育
分
室

　

℡
０
９
９
‐
４
７
２
‐
１
１
１
１（
３
３
６
）

第
11
回
Ｂ
＆
Ｇ
会
長
杯

志
布
志
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　

第
11
回
Ｂ
＆
Ｇ
会
長
杯
志
布
志
市

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
： 

12
月
16
日
（
日
）

　

午
前
８
時
15
分　

受
付
開
始

　

午
前
８
時
40
分　

開
会
式

◆
場
所
：
有
明
総
合
体
育
館

◆
参
加
料
：
一
般
１
０
０
０
円
、
学

　

生
７
０
０
円
（
昼
食
代
等
）

　

※
大
会
当
日
に
徴
収
し
ま
す
。

◆
申
込
方
法
：
各
教
育
委
員
会
事
務

　

所
（
生
涯
学
習
課
、
有
明
・
松
山

　

教
育
分
室
）
に
置
い
て
あ
る
申
込

　

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

　

え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
締
切　

11
月
30
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
先
：
教
育
委
員
会　

　

生
涯
学
習
課 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

　

℡
０
９
９
‐
４
７
２
‐
１
１
１
１（
３
３
２
）

平
成
二
十
五
年
成
人
式
の
ご
案
内

◆
日
時
：
平
成
25
年
１
月
４
日
（
金
）

◆
会
場
：
志
布
志
市
文
化
会
館

◆
対
象
者
：
平
成
４
年
４
月
２
日
か 

　

ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

　

ま
れ
た
人

◆
内
容
：
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、
式
典
、

　

新
成
人
の
抱
負
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

志
布
志
市
教
育
委
員
会 

　

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
係

　

℡
：
０
９
９
‐
４
７
２
‐
１
１
１
１
（
３
３
６
）

✚ 11 月・12月の日曜・祝日当番医 ✚

※夜間に病気や怪我で困ったと
きは「曽於郡医師会夜間急病セ
ンター（曽於郡医師会立病院内 )」
までお問い合わせください。

（℡ 482-5899）

※都城市・北諸県郡管内の休日
の救急診療機関は、電話でのテー
プ案内（℡ 0986-23-5555）を行っ
ていますのでご活用ください。

12 月

11 月

12 月
２日 みやじクリニック （内科、放、呼、胃） ℡ 471-5000

びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科） ℡ 477-1212

９日 手塚クリニック （内科、外科） ℡ 472-5565

陽春堂内科診療所 （内科） ℡ 472-5511

16 日 山口内科 （内 科） ℡ 473-1188

山下クリニック （内科、外科） ℡ 487-9001

11 月
18 日 えびはら皮膚科 （皮膚科） ℡ 478-0370

陽春堂内科診療所 （内科） ℡ 472-5511

23 日 井手小児科 （小児科） ℡ 473-3211

松下医院 （内科、外科） ℡ 472-1124

25 日 石神診療所 （内科、皮膚科） ℡ 474-0107

大山病院 （内 科） ℡ 472-1400

市 営 住 宅 空 き 家 情 報
（ 松 山 地 区 ）

市では、市営住宅の入居者募集を随時行っています。

●松山団地 278 号　　　　４DK　特賃住宅

　世帯向け１戸建　家賃 37,000 円（所得制限あり）

●馬場団地 222 号　　　　 ３K　公営住宅

世帯向け長屋　家賃 10,600 円～（所得制限あり）

●桜山団地 331 号　　　　 ３DK　公営住宅

世帯向け３階建　家賃 13,300 円～（所得制限あり）

●京ノ峯団地 591 号　　　 ４DK　特賃住宅

世帯向け平屋　家賃 35,000 円（所得制限あり）

●尾野見団地 513 号　　　　 ３DK　公営住宅

世帯向け３階建　家賃 14,300 円～（所得制限あり）

■問い合わせ・申し込み先　

●市役所建設課管理係　　℡ 474-1111（内線 467）

●松山支所建設課管理係　℡ 487-2111（内線 253）

11
月
・
12
月
の
行
事
予
定

● 

げ
ん
き
市
（
昭
和
通
付
近
）

　
　

毎
週
金
・
土
曜
日
（
９
時
～
15
時
）

● 

戌
の
市
（
宝
満
寺
公
園
）

　
　

11
月
21
日
、
12
月
３
日
、
12
月
15
日
、

● 

駅
通
り
会
土
曜
朝
市
（
ア
ピ
ア
前
駐
車
場
）

　
　

毎
月
第
１
、
第
３
土
曜
日
（
７
時
～
11
時
）

● 

ぽ
っ
ぽ
市
（
JR
志
布
志
駅
前
）

　
　

毎
月
第
１
日
曜
日
（
８
時
～
13
時
）

● 

そ
ば
処
ち
ん
た
ら
庵
（
国
道
２
６
９
号
線
沿
）

　
　

火
曜
日
（
そ
ば
）・
日
曜
日
（
野
菜
等
販
売
）
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　12 月号は 12 月 12 日
　に発行予定です。

11月・12月志布志市くらしのカレンダー

不活化ポリオ予防接種（13:30～13:50受付 有明改善センター）

13

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
乳児健康診査/BCG予防接種（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
不活化ポリオ予防接種（13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター）

14

つどいの広場（10:00～12:00 新橋地区公民館）
両親学級（9:20～9:30受付 健康ふれあいプラザ）

15

5歳児歯科検診（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
16

特定健診・がん検診（7:00～9:00受付 健康ふれあいプラザ）※1
17

18
2歳6ケ月児歯科検診（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
心配ごと相談（10:00～15:00 松山老人福祉センター）
法律相談（13:00～15:00 本庁3F会議室）要予約※4

母子手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター有明）

1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 やっちくふれあいセンター）
育児相談（10:30～12:00 やっちくふれあいセンター）
不活化ポリオ予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ ）

乳児健康診査/BCG予防接種
　　　　（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

両親学級（9:20～9:30受付 はぐくみランド）

三種混合予防接種（13:30～13:50受付 有明改善センター）

1歳6ケ月児健康診査/麻疹風疹Ⅰ期予防接種
　　　　（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
消費生活巡回相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

母子手帳交付（9:30～12:00 松山支所市民課窓口）
1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 健康ふれあいプラザ）
育児相談（10:30～12:00 健康ふれあいプラザ）
三種混合予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）

19

心配ごと相談（10:00～15:00 松山老人福祉センター）
法律相談（13:00～15:00 志布志支所5F会議室）要予約※2

消費生活相談（10:00～15:00 松山老人福祉センター）
心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター有明）

20

育児学級（9:30～10:00受付 健康ふれあいプラザ）

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
年金移動相談所（10:00～15:00志布志支所5F会議室）※3

育児相談（10:30～12:00 健康ふれあいプラザ）

行政相談（13:00～16:00 志布志支所5F会議室）

母子手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）
三種混合予防接種（13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター）

21

1歳6ケ月児健康診査/麻疹風疹Ⅰ期予防接種
　　　　（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

22

勤労感謝の日
23

(日)

24

25

特定健診・がん検診（7:00～9:00受付 有明改善センター）※1
26

育児学級（9:30～10:00受付 宇都鼻農村研修センター)
育児相談（10:30～12:00 宇都鼻農村研修センター)

27

28 3歳児健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

母子手帳交付（9:30～12:00 松山支所市民課窓口）　

※ 志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。
※１ 場所・時間の詳細は、対象者に配布される受診票をご覧になるか、本庁保健対策係にお問い合わせください。
※２ 法律相談は事前予約制になります。志布志支所地域振興課　℡472-1111（内線352）までご連絡ください。
※３ 年金移動相談は事前予約制になります。志布志支所市民課　℡472-1111（内線223）までご連絡くたさい。
※４ 法律相談は事前予約制になります。本庁総務課文書法制係　℡474-1111（内線224）までご連絡ください。

日曜当番医は39ページに掲載しています
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三種混合予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）
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